
近

世

わ

道

路

交

通

カf

国

の

松

村

安

序

論

近
世
わ
が
国
の
道
路
交
通
に
関
す
る
研
究
は
、
明
治
期
以
来
道
路
の
考
証
に
は
じ
ま
り
、

と
く
に
制
度
史
の
分
野
に
終
始
し
た
観
が
あ

る
。
戦
前
戦
中
道
路
も
輸
送
の
機
能
に
つ
い
て
芳
察
す
る
機
運
が
出
は
じ
め
た
が
、
戦
後
さ
ら
に
先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
社
会
経
済
史
的
分

野
が
開
拓
せ
ら
れ
、

そ
の
水
準
が
向
上
し
た
。

し
か
し
こ
れ
を
他
の
分
野
と
比
較
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
卓
越
し
た
段
階
に
あ
る
と
と

は
断
言
で
き
な
い
。
こ
の
障
害
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
成
果
を
整
理
し
展
望
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
一
の
試
み
と
し
て

近世わが国の道路交通

韮
才
を
も
顧
み
ず
筆
を
執
っ
た
が
、
御
叱
正
を
頂
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

中
世
の
農
村
生
活
に
自
給
的
性
格
が
強
か
っ
た
に
も
せ
よ
、
分
園
内
に
お
い
て
貢
租
輸
送
や
商
品
の
流
通
が
相
当
広
範
囲
に
し
か
も
活

発
に
行
わ
れ
、
奈
良
・
堺
・
平
野
・
近
江
・
伊
勢
な
ど
の
商
人
や
東
国
の
道
者
、
交
通
業
者
と
し
て
の
近
畿
の
馬
借
の
果
し
た
役
割
は
、

熊
野
・
伊
勢
・
西
国
三
十
三
所
・
高
野
山
・
本
願
寺
な
ど
へ
の
社
寺
参
詣
と
と
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
東
国
の
北
条
・
今

川
・
武
田
・
上
杉
・
徳
川
の
諸
氏
の
伝
馬
制
度
が
、
豊
臣
徳
川
両
氏
に
引
き
継
が
れ
、
近
世
交
通
に
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
し
そ
の
母
胎
と

な
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
2
0

59 

近
世
交
通
の
研
究
視
角
が
領
主
権
力
の
優
位
を
前
提
と
し
た
特
権
的
交
通
、

と
く
に
そ
の
制
度
的
側
面
が
重
視
せ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
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機
能
的
側
面
は
廻
米
輸
送
な
ど
に
つ
い
て
も
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
ま
し
て
農
工
商
の
庶
民
交
通
に
つ
い
て
は
、
そ
の

実
情
が
さ
ら
に
明
ら
か
で
な
い
。
封
建
経
済
に
お
い
て
彼
等
が
担
い
手
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
纏
っ
た
記
録
を
余
り
残
し
て
い
な
か
っ

て
来
た
点
で
あ
る
。

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
も
現
象
的
に
把
握
さ
れ
易
い
面
に
止
ま
り
、
生
産
・
消
費
の
聞
の
分
配
の
一
部
と
し
て
見
る
と
と
も
閑
却
せ
ら
れ

近
世
に
お
け
る
陸
上
交
通
は
、
封
建
経
済
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
通
信
機
関
が
独
立
す
る
ま
で
に
至
ら
ず
、
人
馬
に
よ
っ
た
こ

振
り
通
信
で
あ
る
3
0

と
が
そ
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
表
的
な
例
外
は
第
1
図
に
示
す
よ
う
に
大
阪
堂
島
の
米
相
場
伝
達
に
京
都
・
姫
路
・
和
歌
山
へ
の
旗

通
信
は
幕
府
の
継
飛
脚
、
大
阪
城
代
の
三
度
飛
脚
、
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
・
越
前
・
松
江
・
姫
路
・
津
山
・
松
山

高
松
・
川
越
諸
藩
の
七
里
飛
脚
、

(第1図)大阪の旗振り通信

(黒点は中継地点) 一
般
庶
民
の
三
都
定
飛
脚
・
町
内
飛
脚
が
普
及
し
、
米
飛
脚
の
よ
う
に
特
殊
な
も
の
も
あ
っ
た
4
0

交
通
の
目
的
は
近
世
に
お
い
て
も
現
在
と
同
じ
く
、
人
及
び
貨
物
輸
送
に
当
っ
て
そ
の
安
全

迅
速
・
経
費
の
低
廉
を
旨
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
の
上
さ
ら
に
輸
送
の
正
確
さ
、

発
著
の
頻
度
、
利
用
の
公
平
さ
、
輸
送
能
力
、
人
に
あ
っ
て
は
快
適
さ
を
求
め
た
。
従
っ
て
近

路
が
あ
れ
ば
陸
路
を
主
と
す
る
場
合
で
も
部
分
的
に
行
上
交
通
を
利
用
し
た
例
が
多
い
。
東
海

道
大
津
草
津
聞
の
矢
走
乗
り
、
伏
見
西
宮
間
の
神
崎
乗
り
、
伏
見
大
阪
聞
の
過
書
船
、
淀
三
十

石
船
の
利
用
、
関
東
で
は
鹿
島
参
宮
に
木
下
・
鹿
島
H

香
取
問
、
東
北
へ
の
江
戸
・
関
宿
聞
な

聞
の
犬
山
乗
り
が
あ
っ
た
。

し
か
し
参
観
交
代
で
は
そ
の
利
用
は
割
合
少
な
く
、
管
見
で
は
佐
屋
路
の
佐
屋
桑
名
問
、
鶴
岡
藩
の
清
水
清

ど
が
有
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
名
古
屋
付
近
で
は
土
田
か
ら
桑
名
ま
で
の
土
田
乗
り
、
犬
山
桑
名

川
間
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
海
上
で
は
東
海
道
の
今
切
渡
・
海
上
七
里
の
渡
の
外
、
宮
白
子
聞
の
白
子
乗
り
、
大
山
参
り
の
江
戸
神
奈
川



聞
の
利
用
、
清
水
川
崎
問
、
吉
田
神
社
湊
聞
の
船
便
が
あ
り
、
紀
伊
藩
は
そ
の
一
部
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
。
中
国
路
の
広
島
・
津
和

野
諸
藩
は
九
州
・
四
国
の
諸
藩
と
と
も
に
内
海
航
路
を
利
用
し
た
。
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
如
何
に
東
海
道
が
重
要
で
あ
っ
た
か
が
理

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
二
三
の
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
道
路
、
河
川
海
上
と
交
通
路
の
利
用
形
態
上
の
区
分
は
便
宜
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
ら

で
全
国
的
交
通
網
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
の
認
識
が
必
要
で
あ
る
。
道
路
交
通
を
主
と
し
た
交
通
網
は
、
河
川
海
上
両
交
通
の
及
ば
な
い

地
方
に
と
く
に
発
達
し
、
中
で
も
岡
付
牛
・
中
馬
を
中
心
と
す
る
信
濃
が
代
表
的
で
あ
る
。

ー
、
藩
主
権
力
に
よ
る
特
権
的
交
通

ィ
、
街
道
と
宿
駅

近
世
幕
落
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
従
来
の
分
圏
中
心
の
交
通
路
を
江
戸
中
心
の
交
通
系
統
に
改
編
し
、
徳
川
氏

は
そ
れ
に
自
家
用
の
伝
馬
を
慶
長
六
年
に
設
置
し
た
。
伝
馬
の
常
備
の
あ
る
本
街
道
が
往
還
で
、
東
海
道
・
中
山
道
は
そ
れ
で
あ
る
。
本

近世わが国の道路交通

街
道
に
対
し
副
道
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
が
脇
往
還
で
、
中
山
道
追
分
宿
か
ら
北
陸
に
通
じ
る
北
国
街
道
も
そ
れ
で
、
こ
れ
に
も
伝
馬

の
常
備
が
あ
っ
た
。

街
道
管
理
の
最
高
責
任
者
た
る
道
中
奉
行
は
万
治
二
年
に
設
置
せ
ら
れ
、
そ
の
管
下
は
東
海
道
・
中
山
道
・
日
光
道
中
・
甲
州
道
中
・

奥
州
道
中
と
水
戸
佐
倉
道
が
お
か
れ
、
五
街
道
誼
び
に
水
戸
佐
倉
道
と
い
い
、
単
に
五
街
道
と
も
略
称
し
た
。
そ
の
後
こ
の
支
配
下
に
入

っ
た
の
は
東
か
ら
日
光
例
幣
使
街
道
・
甲
州
道
中
の
一
部
(
甲
府
下
諏
訪
問
)
・
本
坂
越
(
享
保
二
十
年
除
外
)
・
佐
屋
路
・
美
濃
路
・
京

街
道
(
伏
見
ま
で
を
伏
見
区
、
枚
方
か
ら
を
枚
方
通
と
も
い
っ
た
)
の
で
あ
る
。
奥
州
道
中
宇
都
宮
白
河
間
一

O
宿
の
北
三
厩
ま
で
の
部

61 

分
は
、
佐
渡
街
道
・
北
国
街
道
・
伊
勢
路
・
中
国
路
な
ど
と
共
に
勘
定
奉
行
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
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道
路
修
築
は
天
正
二
年
織
田
信
長
が
着
手
し
た
が
え

近
世
に
入
っ
て
も
慶
長
五
年
以
来
奥
州
・
北
陸
・
東
海
諸
道
で
行
わ
れ
6
、

大

街
道
の
補
修
は
そ
の
後
沿
道
諸
村
も
負
担
し
た
よ
う
で

あ
る
8
0

海
道
六
問
、
小
海
道
三
問
、
横
道
馬
道
二
問
、
捷
道
作
場
道
三
尺
と
定
め
た
7
0

こ
れ
に
付
帯
し
て
一
里
塚
・
並
木
・
橋
梁
・
渡
船
な
ど
が
施
設
せ
ら
れ
た
。

伝
馬
宿
駅
は
幕
府
の
命
に
応
じ
て
人
馬
継
立
を
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
の
設
置
時
期
は
慶
長
六
年
以
来
で
東
海
道
は
第
1
表
9

の
よ
う
に

日
光
道
中
二
三
宿
(
他
に
壬
生
通
七
宿

寛
永
十
年
、
中
山
道
は
元
禄
七
年
伏
見
の
設
置
を
最
後
に
、
東
海
道
五
三
宿
、
中
山
道
六
七
宿
、

日
光
御
成
道
五
宿
)
、
奥
州
道
中
一
の
宿
、
甲
州
道
中
四
五
宿
、

(第 1表) 東海道における宿駅設置年代

一
慶長6年

一日2年

一

' 

神奈川・程谷・藤沢・三島・

吉原・蒲原・由比・江尻・

府中・日坂・懸JII・見付・
浜松・御池・岡崎・鳴海・

熱田・四日市・土山・水口・

草津

設置せられた宿駅

大津

戸塚

袋井・石薬師・箱根
(同4年完成)

川崎9年!/ 

庄野

原士口グ 10年

佐
屋
路
四
宿
、
美
濃
路
七
宿
、

東
街
道
四
宿
、
水
戸
佐
倉
道
三
宿
の
整

備
を
み
た
。
宿
駅
の
中
に
は
近
世
以
前
か
ら
宿
駅
が
お
か
れ
た
こ
と

の
あ
る
沼
津
・
吉
原
・
蒲
原
・
由
比
・
興
津
・
江
尻
・
府
中
・
丸
子

の
東
海
道
の
八
駅
、
北
条
氏
の
創
設
に
な
る
倉
賀
野
・
高
崎
・
板
鼻

安
中
・
松
井
田
・
坂
本
の
六
駅
、
武
田
氏
時
代
か
ら
の
下
諏
訪
・
塩

尻
・
洗
馬
・
費
川
・
奈
良
井
・
薮
原
・
福
島
の
七
駅
ω
な
ど
と
と
も

に
新
た
に
住
民
を
移
住
さ
せ
て
取
立
て
た
箱
根
の
例
も
あ
る
。

伝
馬
事
務
の
責
任
者
は
問
屋
で
、
年
寄
・
百
姓
代
・
割
元
役
・
帳

付
・
馬
指
・
人
足
差
・
迎
番
な
ど
か
ら
成
る
の
が
多
か
っ
た
。
問
屋

7年

9年

駅
七
石
で
、
佐
屋
路
・
東
街
道
の
外
は
余
り
多
く
な
か
っ
た
。
宿
駅
で
は
本
百
姓
が
間
口
一
聞
に
馬
一
疋
を
飼
育
す
る
馬
役
を
負
い
、
間

に
対
す
る
補
助
の
問
屋
給
米
は
寛
文
五
年
か
ら
東
海
道
各
駅
で
は

ふ'

!/ 

口
三
間
ご
と
に
歩
行
役
(
人
足
役
)
と
し
て
一
人
を
差
し
出
す
定
め
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
地
子
免
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
多
い
の
は
、
東
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訳

主会之1 7i'l}[}d!~ I定囲人馬 i立人馬|差引 1

東 海 道ド00人1100疋| 2叶吋 7山0疋

中 山 道 50人 事|叶
臥|判22人132疋

El5人( 5疋|
l
叫叩

内の遺/¥. 七(第2表)

海
道
で
は
吉
田
・
浜
松
・
三
島
・
岡
崎
・
島
田
・
水
口
(
地
子
免
の
な
い
の
は
箱
根
、
以
下

pp.29-31 

括
弧
内
)
、
中
山
道
で
は
大
宮
・
加
納
(
四
宿
)
、

日
光
道
中
で
は
宇
都
宮
・
古
河
・
岩
槻
(
九

宿
)
、
奥
州
道
中
で
は
白
川
(
四
宿
)
、
甲
州
道
中
で
比
較
的
多
い
の
は
上
諏
設
日
(
三
六
宿
)

で
、
以
上
か
ら
み
る
と
、
東
海
道
が
如
何
に
重
視
せ
ら
れ
て
い
た
か
が
理
解
で
き
よ
う
。

日村栄太郎:日本交通史

宿
駅
常
備
人
馬
は
東
海
道
の
各
駅
で
は
一

O
O人
一

O
O疋
、
中
山
道
五

O
人
五

O
疋、

そ
の
他
は
二
五
人
二
五
疋
と
定
め
ら
れ
た
。
大
山
敷
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
馬
に
つ
い
て
浜
松

で
は
慶
長
六
年
伝
馬
三
六
疋
、
元
和
二
年
七
五
疋
、
参
観
交
代
制
の
確
立
後
寛
永
一
五
年
一

0
0疋
と
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
uo

宿
駅
で
常
備
人
馬
を
使
用
後
、
助
郷
に
不
足
の
人
馬
を
触
れ
出
す
建
前
で
あ
っ
た
が
、
御

定
賃
銭
が
相
対
的
に
廉
く
な
る
に
従
い
、
宿
立
人
馬
を
助
郷
に
転
嫁
し
た
。
宿
駅
で
は
享
保

十
年
囲
人
馬
五
人
五
疋
か
ら
、
宝
暦
八
年
七
八
遣
行
が
許
可
に
な
っ
た
の
で
助
郷
の
負
担
が

増
加
し
た
。
東
海
道
に
お
け
る
七
八
遣
い
の
例
は
第
二
表
の
よ
う
に
、
幕
府
非
常
に
備
え
て

保
留
し
た
定
囲
五
人
五
疋
、
不
時
の
往
来
に
備
え
た
立
人
馬
二
五
人
一
五
疋
を
差
し
引
い
た

七
O
人
八

O
疋
が
毎
日
使
用
す
る
宿
立
人
馬
数
で
あ
る
目
。

こ
の
人
馬
の
無
賃
利
用
者
は
幕
府
発
行
の
朱
印
状
・
証
文
持
参
者
に
限
り
日
比

御
定
賃
銭

で
利
用
で
き
る
者
も
有
資
格
者
に
限
ら
れ
た
。

増
加
す
る
交
通
量
で
宿
駅
の
負
担
が
増
加

し
、
疲
弊
が
慢
性
化
し
た
こ
と
は
中
山
道
追
分
宿
を
例
に
と
る
と
安
政
三
年
か
ち
万
延
元
年
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(第3表)参親交代の月別変化

孟itfLl吋~i1T ~ ¥ h r~ ¥ ~ -I-~ I ~ I吋合計\~月|その月月月月月月月月載 十カ月比率

東海道 16 。 7 21 71 51 44 。 1 。 146 115 79 

中山道 6 。 2 1 3 01 14 。 4 。 30 17 57 

日光・奥州 2 。 l 01 15 31 16 。 2 2 41 31 76 
道水中戸・佐倉

5 。 8 。 。 。 3 。 7 。 23 31 13 
道

甲州道中 。 。 。 。 。 。 3 。 。 。 3 31 100 

l仁〉1、
計¥
29
1 。|刊坐 。¥14¥

(第4表)参親交代の従者(享保6年)

冶そ51a馬 上 足 軽 中間人足

20万石以上 15-20騎 120ー130人 250-300人

10 // 10 80 140-150 

5 グ 7 60 100 

1 // 3 20 30 

憲教類典

/ 

.:. lJ，，;;r，屯.>

白λ""t.判。ふる‘の

。】一~ー2.9'1'"

(第2図)参親交代要図



ま
で
五
年
の
収
支
で
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
ぞ
れ
八
八
一
両
余
・
七
七
五
両
余
・
八
五
五
両
余
・
九
コ
二
両
余
・
九
三
九
両
余
の
赤

字
と
な
っ
て
い
る
お
。

そ
の
対
策
に
継
飛
脚
給
米
、
助
郷
人
馬
か
ら
の
釧
銭
・
天
災
・
火
災
・
困
窮
に
対
す
る
助
成
を
受
け
て
も
建
直
し

が
で
き
ず
、
助
郷
村
に
負
担
を
転
嫁
し
た
の
で
、
漸
次
疲
弊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ロ
、
参
観
交
代
と
本
陣

封
建
諸
侯
即
ち
領
主
の
通
行
に
道
中
が
定
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
唯
一
の
事
例
は
文
政
四
年
の
分
が

こ
れ
を
整
理
す
る
と
第
3
表
の
よ
う
に
な
る
。
江
戸
御
暇
が
多
い
の
は
外
様
四
月
譜
代
六
月
(
享
保
七
年
に
そ
れ

あ
る
に
過
ぎ
な
い
mo

ぞ
れ
三
月
、
九
月
と
な
っ
た
が
同
十
五
年
旧
に
復
し
た
)
で
、
こ
の
両
月
分
で
七

O
%を
占
め
る
が
、
水
戸
佐
倉
道
通
行
領
主
は
二
月
、

近世わが国の道路交通65 

本陣利用者の一日行程

~)草津 i 土山 i 研|ー居本
12里以上 1 8 11 20 2 

10-12里 11 29 44 84 10 

8-10里 6 18 62 86 7 

6-8里 14 9 13 36 3 

6里 11 4 12 36 2 

(第5表)

中
山
道
で
や
や
多
い
の
は
八
月
に
な
っ
て
い
る
。
大
名
行
列
の
従
者
は
第
4
表
の
よ
う

東海道は文久2年，中山道は天保6年

に
五
万
石
以
上
で
二

O
O人
近
い
。
参
観
交
代
の
径
路
を
示
す
史
料
が
少
な
い
が
、
十

数
例
を
基
と
し
て
推
定
し
た
の
が
第
2
図
で
、

五
街
道
を
道
中
奉
行
が
支
配
し
た
理
由

が
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。

喜
多
村
俊
夫
氏
の
調
査
し
た
文
久
二
年
近
江
の
事
例
を
第
5
表
に
み
る
臼
o

こ
れ
は

本
陣
大
福
帳
か
ら
本
陣
利
用
者
の
出
発
地
と
宿
泊
地
を
も
と
に
一
日
行
程
を
算
出
し
た

も
の
で
、
八

l
一
二
塁
で
あ
る
。
個
々
の
宿
泊
に
つ
い
て
は
行
程
の
険
阻
や
天
候
も
影

響
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
だ
け
事
例
が
多
い
と
ほ
ぼ
全
体
を
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

備考

領
主
の
通
行
に
際
し
て
宿
泊
施
設
を
求
め
ら
れ
る
が
、
参
観
交
代
制
実
施
に
伴
っ
て

宿
舎
が
不
可
欠
に
な
り
、
豪
農
な
ど
の
家
屋
を
刺
用
し
た
が
、
こ
れ
が
後
に
本
陣
に
な
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表)

|決撒議平日
l東海道田 1~6 1 1111 78~67坪'6 1 2. 1 1 0--4 曲山坪 1.3別判
中山道 671 0-2 1 731 97-367 1 1. 1 1 0~4 1 102 1 37~270 1 1. 5 1110~ 726 

113光道中均山田品目 1.0 1 0-4 1 29 1 49国1.3 11ι 幽

奥州道中 10 1 1~2 1 111 93-176 1 1.1 1 1-2 1 11 1 57~120 1 1.1 1170~ 381 

早川、|道中 45 1 0-2 1 411 35-122 1 O. 9 1 0-3 1 44 1 15~ 112 1 1. 0 1 50~ 381 

6 (第

pp.72， 344 

っ
た
。
大
熊
喜
邦
氏
に
よ
る
と
、
宿
に
よ
っ
て
本
陣
の
数
や
規
模
を
異
に
す
る
が
、
全
般

的
に
天
保
時
代
を
境
に
し
て
そ
の
後
多
く
は
縮
少
の
過
程
を
辿
っ
て
い
る
c

天
保
十
四
年

大熊喜邦，本陣の研究

亦
ほ
ぼ
そ
の
順
で
あ
る
施
。

に
は
第
6
表
の
よ
う
に
一
宿
の
本
陣
・
脇
本
陣
数
は
東
海
道
が
最
も
多
く
、
そ
の
規
模
も

大
名
行
列
の
従
者
は
第
4
表
"
の
よ
う
に
二

O
O人
と
見
て

も
、
第
7
表
の
よ
う
に
一
本
陣
平
均
宿
泊
人
数
は
二

O
!四
O
人
で
あ
る
か
ら
初
収
容
力

に
不
足
を
来
た
し
、
残
余
の
人
々
は
宿
駅
内
の
、

一
般
庶
民
の
利
用
し
た
旅
宿
即
ち
下
宿

を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
第
8
表
を
み
る
と
石
部
宿
本
陣
に
一
回
宿
泊
す
る
と
き

本陣宿泊平均人数

はiz申 天7保年 文2久年 文天年政保平均112 2 

人
19.人1 

人
20.6 人

人
石 部 28. 7 19.2 

土 山 27.1 25.8 

O 
鳥居本 29 37 22.3 

(第7表)

喜多村後夫，近江経済史論攻

pp. 174-175 

石部宿における下宿使用回数と坪数(第8表)

よ寸|吉年 天保 天保 文久|
3年 7年 2年

回 数 18 24 29 57 I 

使用総坪数 217 313 383 784 

その平均 12.5 13 13 14.8 

最坪多使数用 38 58 96 97 

p. 176 喜多村，同書



下
宿
一
二
1

一
四
軒
を
利
用
し
て
い
る
が
そ

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
宿
駅
内
に
旅
宿
を
多
く
包
含
す
る
こ
と
が
繁
栄
の
因
に
な
る
の

で
、
聞
の
宿
を
否
定
し
吸
引
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
と
っ
た
。

ハ
、
助
郷
街
道
通
行
に
当
っ
て
宿
駅
常
備
の
立
人
馬
を
使
用
し
た
後
、

そ
の
超
過
分
を
負
担
す
る
の
が
助
郷
で
、
課
設
を
負
担
し
た
村

々
助
郷
で
あ
る
。
し
か
し
河
海
を
渡
る
と
き
、
渡
船
・
川
越
人
足
に
よ
っ
た
が
、

そ
の
課
設
負
担
を
す
る
特
殊
な
助
郷
村
が
あ
っ
た
。
例

え
ば
馬
入
川
に
対
し
須
賀
・
戸
田
・
門
沢
橋
・
田
村
枝
郷
・
横
内
・
大
神
・
市
之
宮
・
柳
島
・
河
原
口
・
中
新
田
・
厚
木
・
坂
之
下
・
材

木
座
の
諸
村
が
渡
船
役
を
負
っ
た
が

m
天
竜
川
に
も
同
様
の
村
が
あ
る
。
熱
田
に
は
東
脇
・
大
瀬
古
・
須
賀
三
浦
か
ら
船
を
出
し
た
し
、

今
切
に
寄
船
の
制
度
が
あ
り
、
宝
永
八
年
朝
鮮
来
聴
使
の
時
地
元
か
ら
一
五
%
、
遠
江
三
八
形
、
三
河
四
七
%
を
徴
収
し
て
い
る
お
o

ま

た
川
越
人
足
を
出
す
川
助
郷
の
例
は
安
信
川
・
瀬
戸
川
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
号

浜
松
宿
で
は
寛
永
十
四
年
に
所
属
す
る
助

郷
が
定
っ
て
い
た
が
そ

一
般
に
助
郷
村
を
定
め
た
助
郷
帳
を
宿
駅
に
交
付
し
た
の
は
元
禄
七
年
で
あ
る
。
助
郷
村
に
助
郷
勤
高
を
定

め
、
高
一

O
O石
に
二
人
二
疋
の
入
馬
を
課
し
、
そ
の
不
足
分
を
大
助
郷
に
課
し
た
。

近世わが国の道路交通

助
郷
人
馬
の
徴
発
は
前
日
に
問
屋
か
ら
助
郷
村
名
主
へ
問
屋
触
れ
(
助
郷
触
れ
)
を
発
し
、
当
日
集
ま
っ
た
人
馬
を
問
屋
が
指
図
し
た
。

助
郷
人
馬
は
農
民
自
ら
労
役
に
服
す
る
の
が
原
則
で
こ
れ
を
正
人
馬
、
賃
銭
を
出
し
て
労
役
に
出
る
人
馬
を
雇
う
の
が
一
買
人
馬
と
い
い
、

幕
府
は
こ
れ
を
禁
じ
て
い
た
が
、
地
方
に
よ
っ
て
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。

田
村
栄
太
郎
氏
の
計
算
に
よ
る
と
、
助
郷
人
馬
の
算
出
基
準
は
寛
政
元
年
岡
崎
宿
で
は
総
勤
高
一
四
二
九
六
石
に
人
足
千
人
を
割
当
て

る
と
一
四
、
二
九
六
石
に
一
人
と
な
る
お
。
ま
た
文
久
元
年
板
鼻
宿
の
勤
高
は
一

O
八
五
三
石
余
、
助
郷
村
戸
数
一
七
一
五
戸
で
は
、

戸
の
田
畑
所
有
は
約
六
・
三
石
、

一
O
O石
に
つ
い
て
一
六
戸
あ
る
と
と
に
な
る
。
同
年
本
庄
宿
勤
高
は
一
一
九
八
五
石
、
助
郷
戸
数
二

-
0
0石
に
一
七
戸
あ
る
こ
と
に
な
る
。
本
庄
宿
の
助
郷
馬
匹
総
数
三
五
一
疋
、
助
郷
総
戸

67 

O
一
五
戸
、

二
戸
の
田
畑
所
有
約
五
九
石
、
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数
に
対
し
六
戸
程
に
馬
一
疋
と
な
る
。
助
郷
総
人
口
一

O
O五
八
人
中
一
五
才
以
上
六

O
才
以
下
は
一
九
三
人
、
総
人
口
の
約
五
分
の
一

で
一
戸
当
り
一
人
強
と
な
り
そ

そ
の
負
担
は
決
し
て
軽
く
な
い
。
継
立
に
は
人
足
が
馬
よ
り
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
農
村
か
ら
労
働
力
を

奪
う
結
果
、
疲
弊
が
起
り
助
郷
村
の
休
役
願
出
、
加
役
免
除
を
巡
っ
て
各
地
に
紛
争
が
起
っ
た
。

助
郷
の
な
い
宿
駅
は
五
駅
便
覧
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
系
統
で
は
箱
根
・
由
比
・
名
古
屋
・
伏
見
、
中
山
道
彦
根
、
水
戸
佐
倉
道
三
宿
、

日
光
御
成
道
岩
槻
・
大
門
・
川
口
・
鳩
ケ
谷
、
奥
州
道
中
一

O
宿
、
甲
州
道
中
四
四
宿
で
泊
、

甲
州
道
中
に
は
相
対
助
郷
が
あ
っ
た
。

畑
、
新
居
一
一

M
m、

っ
て
四
毘
に
及
ん
で
い
る

ω。

東
海
道
の
宿
駅
と
助
郷
村
と
の
距
離
は
藤
枝
六
畑
、
島
田
四
畑
、
白
須
賀
一
一
凶
、
舞
坂
八
回
、
浜
松
三
回
(
大
助
郷
八
知
)
、
見
付
五

第
一
次
助
郷
(
定
助
郷
代
助
郷
)
は
宿
駅
を
中
心
に
円
形
・
半
円
形
を
な
す
こ
と
が
多
く
、
大
津
で
は
南
北
に
偏

碓
氷
峠
付
近
で
は
安
中
で
一

l
二
塁
、
松
井
田
で
一

l
三
塁
、
坂
本
で
四

l
五
豆
、
軽
井
沢
で
ニ
・
五
里

ー
五
毘
と
な
っ
て
い
る
出
。

江
戸
周
辺
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
史
料
が
得
ら
れ
な
い
の
で
余
り
正
確
で
な
い
が
、
各
街
道
を
中
心
に

放
射
状
に
延
び
て
い
る
が
、
品
川
の
助
郷
村
が
非
常
に
広
い
。
末
期
に
近
く
な
る
と
加
設
村
が
少
な
く
、
川
崎
宿
の
場
合
は
慶
応
元
年
よ

り
三
年
に
多
摩
川
上
流
詰
村
を
願
い
出
た
こ
と
が
あ
り
旬
、

追
分
沓
掛
両
宿
で
は
南
の
甲
州
境
か
ら
北
は
飯
山
く
近
ま
で
及
ん
だ
こ
と
が

あ
る
お
o

ニ
、
貨
物
輸
送

特
権
的
な
貨
物
輸
送
の
例
は
宇
治
の
茶
壷
道
中
や
日
光
神
納
の
通
行
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外
佐
渡
の
金
、
石
見
の
銀
と

蜜
、
備
後
の
畳
表
、
大
和
の
葛
、
尾
張
の
鮎
鮪
、
三
河
の
海
鼠
腸
、
越
後
会
津
の
蝋
、
安
房
・
下
総
・
日
光
・
仙
台
・
南
部
の
馬
な
ど
も

輸
送
せ
ら
れ
た
そ

ま
た
原
・
沼
津
・
獅
子
ケ
浜
の
鮮
魚
は
諸
藩
の
献
上
物
と
と
も
に
江
戸
へ
送
ら
れ
、
諸
領
主
・
社
寺
の
物
資
も
宰
領

付
き
給
符
荷
物
と
し
て
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
街
道
を
通
行
し
た
。

こ
れ
に
対
し
全
国
的
な
影
響
が
あ
っ
た
の
は
貢
租
米
輸
送
で
あ
る
c

幕
落
領
主
権
力
に
よ
っ
て
各
地
の
藩
蔵
や
城
下
町
に
貢
租
米
を
集



積
す
る
た
め
、
玉
里
以
内
の
運
賃
を
農
民
の
負
担
と
し
て
津
出
し
場
・
港
に
こ
れ
を
集
め
ぉ
、

河
川
・
海
上
両
輸
送
路
を
極
力
利
用
し

た
。
集
め
ら
れ
た
貫
租
米
は
必
要
分
を
残
し
、

一
部
は
江
戸
詰
藩
士
の
飯
米
、
大
部
は
払
下
げ
る
た
め
に
大
坂
に
送
ら
れ
た
。
大
坂
に
は

全
国
諸
藩
の
蔵
屋
敷
が
お
か
れ
、
近
世
中
期
年
間
約
四

O
O万
俵
が
集
ま
り
、

そ
の
中
の
五
分
の
四
は
蔵
米
、

五
分
の
一
が
納
屋
米
と
い

わ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
仙
台
藩
の
よ
う
に
都
市
特
権
商
人
と
結
ん
で
藩
が
領
民
の
米
を
買
上
げ
て
輸
送
し
た
例
も
あ
る
お
。

輸
送
の
途
次

運
賃
そ
の
他
を
支
弁
す
る
た
め
に
払
下
げ
た
米
で
地
方
市
場
と
し
て
知
ら
れ
た
代
表
的
事
例
は
大
津
で
、
蔵
米
だ
け
で
二
五
万
俵
集
ま
っ

た
。
こ
れ
は
裏
日
本
の
米
を
敦
賀
・
小
浜
へ
揚
げ
、
琵
琶
湖
の
水
運
を
利
用
し
て
京
都
へ
運
ぶ
積
換
点
に
当
っ
て
い
た
。
な
お
江
戸
は
幕

府
諸
藩
の
米
が
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
も
払
下
げ
が
行
わ
れ
、
水
戸
・
仙
台
・
越
前
・
尾
州
・
紀
州
等
諸
家
蔵
屋
敷
内
に
米
立
会
所
が

設
け
ら
れ
、
そ
の
他
諸
家
の
米
を
武
州
会
所
で
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
U
o

米
の
全
国
的
流
通
に
つ
い
て
纏
め
た
の
は
鈴
木
直
二
氏
で
、
氏
の
研
究
に
よ
る
と
大
要
次
の
如
く
に
な
る
お
O

た
だ
し
貢
租
米
輸
送
は

水
運
が
主
で
、
そ
の
限
り
で
は
陸
運
は
補
助
的
役
割
で
集
荷
機
能
を
担
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
第
3
図
に
示
す
ご
と
く
、
ま
づ
東
北
で
は
積

近世わが国の道路交通

出
港
と
と
れ
を
結
ぶ
河
川
が
動
脈
で
東
岸
に
青
森
・
鮫
・
女
川
・
石
巻
・
寒
風
沢
・
荒
浜
・
原
釜
・
小
名
浜
が
、
西
岸
に
鯵
ケ
沢
・
能
代

土
崎
・
本
荘
・
坂
田
が
あ
る
。
そ
の
中
陸
運
で
注
目
す
べ
き
は
黒
沢
尻
・
米
沢
・
福
島
・
白
河
・
若
松
か
ら
の
米
で
あ
る
。
中
部
裏
日
本

で
は
新
潟
・
今
町
・
四
方
・
伏
木
・
金
石
・
三
園
、
表
日
本
で
は
清
水
・
掛
塚
・
吉
田
・
平
坂
・
桑
名
・
四
日
市
・
津
が
主
な
も
の
で
、

陸
運
の
主
要
舞
台
は
中
央
高
地
で
で
あ
る
。
越
後
米
の
一
部
は
、
小
県
・
佐
久
の
米
と
と
も
に
上
野
か
ら
関
東
へ
移
動
し
た
。
善
光
寺
平

の
米
は
少
な
く
、
松
-
一
本
平
か
ら
は
一
部
が
木
曽
へ
送
ら
れ
た
が
、
大
部
分
は
諏
訪
甲
府
両
盆
地
産
米
と
と
も
に
岩
淵
蒲
原
経
由
清
水
へ
集

め
ら
れ
、
江
戸
へ
送
ら
れ
た
。
伊
那
の
米
は
木
曲
目
・
北
遠
州
へ
出
た
。

69 

近
畿
で
は
敦
賀
・
小
浜
に
揚
が
っ
た
米
の
外
、
近
江
米
や
亀
岡
米
も
京
都
へ
集
ま
っ
た
。
大
坂
へ
は
奈
良
盆
地
・
大
野
平
野
の
外
、
海
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上
播
磨
高
砂
、
飾
磨
か
ら
入
っ
た
。
山
陰
か
ら
は
橋
津
か
ら
出
た
外
、
余
力
が
少
な
く
む
し

ろ
移
入
地
帯
で
あ
っ
た
。
山
陽
で
は
津
山
・
三
次
な
ど
の
山
間
盆
地
が
背
後
に
あ
る
の
で
、

岡
山
・
玉
島
・
尾
道
・
三
原
・
広
島
へ
集
め
ら
れ
た
。
北
四
国
で
は
高
松
・
多
度
津
・
西
条

-
今
治
・
三
津
浜
か
ら
米
を
積
出
し
た
が
、
陸
送
経
路
で
目
ぼ
し
い
も
の
は
な
い
。
九
州

で
は
芦
屋
・
博
多
・
住
江
・
諸
富
・
大
川
・
高
瀬
・
川
尻
・
八
代
・
川
内
・
米
津
・
赤
江
・

(陸上交通)

東
海
・
佐
伯
・
臼
杵
・
鶴
崎
・
中
津
よ
り
積
出
し
た
が
、

日
田
か
ら
中
津
、
都
城
か
ら
敷
根

-
福
山
、
多
良
木
・
深
田
・
五
木
か
ら
八
代
へ
の
輸
送
路
が
主
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

2

、

庶

民

の

交

通

送輸

ィ
、
人
の
交
通

経
済
的
意
味
を
も
っ
人
の
交
通
は
近
江
・
伊
勢
の
商
人
の
よ
う
に
全
国

の

に
及
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
江
戸
大
阪
の
交
通
も
相
当
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
数

米

量
的
に
は
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
局
地
的
な
物
産
が
地
方
的
と
な
り
、
全
国
的
に
な
っ

(第3図)

て
行
く
の
は
販
路
開
拓
・
注
文
受
け
に
赴
き
、
自
ら
荷
物
の
宰
領
と
な
り
集
金
に
行
く
と
い

う
人
の
動
き
が
相
当
あ
っ
て
、
貨
物
輸
送
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
近
世
末
期
越

後
三
条
の
金
物
の
取
引
先
が
利
根
川
水
系
諸
村
の
外
阿
賀
野
川
の
谷
を
若
松
に
及
び
、
ま
た

新
潟
か
ら
船
で
直
江
津
に
出
、
陸
路
信
州
甲
州
へ
進
出
し
た
よ
う
で
あ
る
せ

こ
の
よ
う
に

地
方
的
な
交
通
が
重
な
り
合
っ
て
交
通
が
目
立
っ
て
発
展
し
た
。



し
か
し
さ
ら
に
特
殊
な
も
の
は
宗
教
関
係
で
あ
ろ
う
。
中
世
の
伊
勢
熊
野
詣
で
は
近
世
に
入
っ
て
も
行
わ
れ
、
こ
と
に
伊
勢
へ
は
御
蔭

参
り
だ
け
で
も
東
北
を
除
く
各
地
方
か
ら
集
ま
り
、
慶
安
三
年
以
来
前
後
九
回
、
宝
永
二
年
間
四
月
か
ら
九
月
ま
で
五
十
日
間
に
実
に
三

出
羽
三
山
・
鹿
島
香
取
・
木
曽
御
獄
・
秋
葉
山
・
大
峯
山
・
高
野
山
な
ど
の
参
語
が
盛
ん
に
な
り
、
奈

良
へ
は
大
和
巡
り
が
行
わ
れ
、
岡
山
か
ら
分
れ
て
下
津
井
・
下
村
・
田
口
か
ら
丸
亀
・
多
度
津
・
深
谷
へ
渡
河
す
る
金
比
羅
参
り
や
西
国

六
二
万
人
に
及
ん
だ
と
い
う
的
。

三
十
三
所
へ
の
遍
路
も
大
規
模
に
行
わ
れ
た
。
観
音
信
仰
は
小
豆
島
・
坂
本
の
よ
う
に
地
方
的
の
も
の
も
秩
父
や
遠
く
南
部
糠
部
の
よ
う

な
局
地
的
な
巡
礼
さ
え
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
針
。

こ
の
外
休
養
・
療
養
の
た
め
湯
治
が
盛
ん
に
な
り
、
飯
坂
・
伊
加
保
・
箱
根
・
熱
海
・
下
呂
・
有
馬
・
城
崎
・
道
後
・
別
府
な
ど
四
十

ケ
国
三
百
ケ
所
近
い
湯
治
場
が
旅
行
用
心
集
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
信
州
山
辺
温
泉
は
全
国
的
に
知
ら
れ
た
温
泉
で
は
な
く
地
方
的
な
も

の
で
あ
る
が
、
金
井
円
氏
が
入
湯
人
別
改
控
帳
を
整
理
し
た
給
果
に
よ
れ
ば
、
弘
化
三
年
六
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
湯
治
客
は
三
六
三
九

人
で
、
筑
摩
郡
ご
二
・
八
%
、
安
曇
郡
二
九
・
六
%
、
そ
の
他
諸
郡
三
三
・
固
形
、
信
州
合
計
九
四
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
位
。

近世わが国の道路交通

以
上
の
よ
う
に
旅
行
が
容
易
且
つ
頻
繁
に
行
わ
れ
る
と
と
は
、
庶
民
で
も
可
能
な
ほ
ど
経
済
的
な
余
裕
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

と
れ
は
農
村
社
会
に
お
け
る
変
化
に
も
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
紀
行
文
・
名
所
図
会
の
類
を
調
査
し
て
も
、

か
か
る
地
方
的

交
通
網
が
必
ず
し
も
経
済
的
交
通
と
合
致
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

ロ

貨
物
輸
送

貨
物
に
よ
っ
て
輸
送
方
法
の
選
択
基
準
が
異
っ
て
く
る
の
で
、
時
聞
を
重
視
す
る
生
鮮
食
料
品
、
安
全
性
を
重
視
す

る
軽
量
貨
物
、
運
賃
の
低
廉
を
喜
ぶ
重
量
貨
物
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

制
d

生
鮮
食
料
品
1

1
青
果
の
場
合
、
人
口
密
集
地
即
ち
三
都
を
は
じ
め
諸
都
市
の
発
展
に
伴
っ
て
消
費
市
場
が
形
成
さ
れ
、
江
戸
大

71 

坂
周
辺
は
比
較
的
明
瞭
な
競
莱
供
給
地
帯
が
成
立
し
た
。
大
坂
で
は
北
・
東
両
方
面
に
下
尿
直
請
村
が
あ
り
そ

そ
の
中
神
崎
川
以
南
の
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村
に
天
満
市
場
立
売
人
が
存
在
し
て
い
る
叫
。

下
康
は
速
効
性
肥
料
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
読
菜
産
地
に
な
り
う
る
わ
け
で
、

か
か

培
地
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
起
原
は
明
ら
か
で
な
い
。

る
村
を
背
景
に
立
売
人
が
発
生
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
八
キ
ロ
以
内
で
あ
る
が
、
と
の
外
旧
大
和
川
河
床
に
読
菜
栽

江
戸
は
西
部
の
武
蔵
野
台
地
で
練
馬
大
根
な
ど
を
含
め
て
の
根
菜
と
府
中
の
瓜
類
を
合
せ
根
果
菜
地
帯
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
東
部

• 

の
低
地
は
地
下
水
位
が
寓
く
低
湿
地
な
の
で
葉
果
菜
地
帯
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
地
帯
は
舟
又
は
人
に
よ
っ
て
運
び
う
る
し
、
下
康
消
費
地
で
も

あ
る
の
で
疏
菜
が
栽
培
に
適
し
て
い
た
。
第
4
図
に
示
す
ご
と
く
、
そ
れ
は
江
戸

か
ら
ほ
ぼ
三

0
キ
ロ
以
内
で
、

生
産
地
は
点
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
紡
O

村

魚
の
場
合

近
世
は
沿
岸
漁
業
が
主
で
、
多
く
の
漁
村
は
沿
岸
や
河
川
に
も
成

農

立
し
て
い
た
品
。

そ
の
漁
獲
量
も
少
な
く
、
場
所
に
よ
っ
て
は
干
鰯
な
ど
の
加
工

実11

へ
供
給
し
た
の
で
消
費
地
へ
の
供
給
量
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
。
他
方
農

近戸

村
で
の
消
費
量
も
少
な
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
量
の
荷
動
き
で
は
な
か
っ
た
。

江

供
給
源
が
海
岸
一
帯
に
あ
る
の
で
、
供
給
路
は
こ
れ
と
直
交
し
た
。
近
距
離
で

は
瀬
川
清
子
氏
の
調
査
し
た
頭
上
運
搬
が
特
異
な
も
の
で
、

カ
ベ
リ
な
ど
と
呼
ん

(第4図)

だ
幻
O

こ
の
民
俗
学
的
な
方
法
に
対
し
て
、
地
理
学
的
に
聴
取
り
を
主
と
し
て
研

究
を
大
成
し
た
の
が
田
中
啓
爾
氏
で
必
、

第
5
図
に
よ
っ
て
概
観
す
る
。
た
だ
聴

取
り
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ら
二
方
法
は
、
文
献
を
中
心
に
す
る
社
会
経
済
史
学
的
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図

1.黒沢尻， 2.若柳， 3.湧谷， 4.仙台，

5.福島， 6.川俣， 7.栃木， 8.徳川I(平

塚)， 9.倉賀野 11.鰍沢 12上回，

13.下諏訪， 14.新城， 15.九久平， 16. 

土場， 17.名古屋， 18.中川辺 19.伏

見新村， 20.今渡， 21.八幡， 22.白金，

23.岐阜， 24.大垣， 25.長浜， 26.塩津

27.海津， 28.今津， 29.六地蔵， 30.大

河原， 31.常楽寺， 32.八日市， 33.扇

回， 34.十二所， 35.秋田， 36.神安寺，

37.角間川， 38.落合， 39.長野， 40.横

手， 41.新庄， 42.鮭川， 43.鶴岡， 44. 

山形， 45.赤湯， 46.糠野目， 48.米沢，

49.津JII，50.六日町， 51.水沢， 52.飯
山 53.長野 54.大町 55.松本，

56.福島

(第5図)塩

て
荷
車
や
馬
車
に
よ
る
全
国
輸
送
時
期
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

方
法
と
方
法
論
上
に
差
が
あ
る
点
と
、
氏
が
鉄
道
開
通
以
前
と
し
た
対
象
時
期
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
即
ち
わ
が
国
で
は
近
代
に
入
つ

北
海
道
は
俵
物
生
産
地
な
の
で
こ
れ
を
除
き
、
生
魚
一
塩
魚
を
多
く
供
給
し
た
の
は
第
5
図
に
示
す
よ
う
に
、
石
巻
以
下
の
漁
港
と
以

近世わが国の道路交通

再
び
船
に
よ
る
か
そ
の
ま
ま
江
戸
に
直
送
し
た
例
も
あ
る
が
そ

下
裏
日
本
の
諸
港
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
は
利
根
川
の
川
船
で
布
佐
・
木
下
ま
で
運
び
、
松
戸
ま
で
陸
送
生
魚
街
道
と
も
い
っ
た
。

比
較
的
陸
路
が
多
か
っ
た
。
そ
の
供
給
ル

l
ト
は
南
北
か
ら
が
多
い

が
主
要
消
費
地
で
あ
っ
た
の
で
印
、

が
、
時
に
東
西
の
と
と
も
あ
っ
た
。
西
南
日
本
で
は
筑
前
大
島
・
小
倉
か
ら
瀬
戸
内
海
を
背
景
に
持
つ
大
坂
・
姫
路
・
岡
山
・
福
山
な
ど

こ
れ
ら
が
勢
力
を
張
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
本
州
の
ほ
ぼ
分
水
界
に
近

い
と
こ
ろ
に
供
給
限
界
練
が
形
成
ぜ
ら
れ
た
が
、
中
部
山
地
で
は
距
離
が
大
き
い
の
で
生
魚
供
給
不
能
の
空
白
地
帯
が
生
じ
た
。

73 

以
上
二
種
の
供
給
は
流
通
に
藩
権
力
の
介
入
が
少
な
く
自
然
的
な
交
通
路
が
形
成
せ
ら
れ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
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ω、
高
価
軽
量
貨
物

代
表
的
な
も
の
と
し
て
織
物
関
係
を
見
る
。

し
か
し
養
蚕
絹
織
物
地
帯
が
山
地
に
近
接
す
る
の
で
、
綿
作
綿
織

物
地
方
に
比
較
す
る
と
や
や
異
な
る
。
小
県
地
方
や
そ
の
後
盛
ん
に
な
っ
た
伊
達
地
方
か
ら
産
出
し
た
蚕
種
は
、
陸
送
で
中
央
日
本
養
蚕

地
帯
へ
供
給
さ
れ
た
。
ま
た
生
糸
生
産
地
・
集
散
地
を
消
費
地
問
も
近
江
・
美
濃
・
越
前
・
関
東
か
ら
西
陣
へ
送
っ
た
登
ぜ
糸
の
よ
う
に

陸
送
が
多
か
っ
た
し
、
西
陣
か
ら
江
戸
へ
の
織
物
も
こ
れ
に
よ
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
後
期
マ
ニ
ユ
段
階
に
達
し
た
桐
生
織
物
の
江
戸
へ

の
輸
送
に
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
日
。

こ
れ
に
比
較
す
る
と
綿
は
摂
津
・
河
内
・
三
河
・
尾
張
の
低
地
の
畑
で
栽
培
さ
れ
、
海
上
江
戸
な
ど
の
消
費
地
へ
運
ば
れ
た
。
し
か
し

海
岸
か
ら
遠
隔
地
に
も
織
物
地
帯
が
成
立
し
て
陸
送
し
た
例
も
多
い
。
例
え
ば
越
前
丸
岡
・
紀
伊
日
高
で
生
産
せ
ら
れ
た
紹
糸
が
起
に
送

ら
れ
て
濃
尾
縞
木
綿
と
な
っ
た
こ
と
や
回
、

大
和
・
三
河
の
綿
や
篠
巻
が
伊
那
街
道
経
由
で
上
回
に
送
ら
れ
た
外
、
善
光
寺
平
(
奥
綿
)
・

諏
訪
・
甲
州
の
符
巻
が
入
り
縞
木
綿
が
生
産
せ
ら
れ
た
如
く
で
あ
る
問
。

ω、
重
量
貨
物

大
部
分
の
物
資
は
重
量
貨
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
米
麦
・
酒
・
醤
油
・
塩
等
の
食
料
品
綿
・
麦
苧
・
藍
・

紅
花
等
の
繊
維
染
料
類
、
木
材
・
薪
炭
・
肥
料
・
雑
貨
・
鉄
等
は
水
還
に
よ
る
こ
と
が
多
く
陸
運
は
水
運
の
及
ば
な
い
地
方
に
著
し
い
。

内
陸
で
普
遍
的
に
生
産
さ
れ
る
米
と
、
海
岸
の
港
湾
か
ら
逆
に
内
陸
に
送
ら
れ
た
塩
を
指
標
と
し
た
。

米
の
場
合
出
、

近
世
に
お
け
る
米
は
、
食
料
と
同
時
に
藩
経
済
の
基
礎
的
物
資
と
し
て
も
重
要
で
あ
っ
た
っ
領
国
内
に
出
廻
る
納
屋
米

は
貢
租
米
・
農
家
保
有
米
の
残
り
で
そ
の
量
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
領
国
内
の
豊
凶
に
よ
る
米
価
の
変
動
が
甚
だ
し
か
っ
た
。
そ
の
安
定

を
図
る
た
め
に
、
納
屋
米
が
領
国
外
へ
移
動
す
る
の
を
藩
境
の
穀
留
番
所
・
国
留
番
所
で
抑
え
た
と
と
も
あ
っ
て
、
米
は
必
ず
し
も
自
由

に
移
動
で
き
る
商
品
と
は
限
ら
な
か
っ
た
c

流
通
過
程
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
、
む
し
ろ
大
坂
・
江
戸
で
払
下
げ
ら
れ
た
蔵

米
で
あ
る
。

し
か
し
消
費
は
全
国
的
に
拡
が
っ
た
。
局
地
的
に
宿
場
町
・
港
町
な
ど
の
交
通
集
落
、
酒
造
地
・
機
業
地
な
ど
の
農
村
工
業



帯
の
成
立
は
、
宗
教
・
鉱
山
集
落
の
発
展
と
と
も
に
地
方
消
費
市
場
と
な
っ
た
。
例
え
ば
関
東
で
は
利
根
川
流
域
の
佐
原
・
土
浦
は
じ
め

酒
造
地
や
、
西
・
北
山
麓
の
機
業
地
帯
を
控
え
て
境
・
関
宿
・
古
河
・
幸
子
・
粕
壁
・
岩
槻
・
鳩
ケ
谷
・
川
越
な
ど
で
米
が
扱
わ
れ
、
江

戸
近
郊
の
千
住
・
板
橋
・
柏
木
も
同
様
で
あ
っ
た
。
北
部
山
麓
に
も
越
後
米
を
背
景
に
し
た
永
井
出
、

飯
山
・
須
坂
産
米
を
も
っ
三
ノ

倉
郎
、

小
県
・
佐
久
米
を
も
っ
松
井
田
町
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
地
の
局
地
的
市
場
の
外
、
さ
ら
に
広
い
地
域
か
ら
供
給
を

受
け
た
兵
庫
・
境
・
尾
道
・
宝
積
・
赤
間
関
・
芦
屋
・
長
崎
の
地
方
的
市
場
が
成
立
し
た
。

納
屋
米
を
多
く
扱
っ
た
の
は
、
青
森
・
荒
浜
・
原
町
・
土
浦
・
高
浜
・
須
賀
・
桑
名
、
土
崎
・
酒
田
・
新
潟
・
岩
槻
・
伏
木
・
七
尾
・

金
石
・
三
国
・
金
岡
・
高
砂
・
高
松
・
多
度
津
・
三
津
浜
・
中
津
・
芦
屋
・
博
多
・
島
原
・
住
出
江
・
諸
富
・
大
川
・
高
瀬
・
川
尻
・
八

代
・
川
内
・
赤
江
・
佐
伯
・
臼
杵
・
鶴
崎
な
ど
で
あ
る
。
顕
著
な
陸
送
路
は
弘
前
青
森
問
、
横
手
黒
沢
尻
問
、
米
沢
荒
浜
問
、
若
松
と
津

川
・
阿
久
津
・
黒
江
・
福
島
問
、
六
日
町
倉
賀
野
間
、
信
濃
諸
盆
地
か
ら
倉
賀
野
・
鰍
沢
・
北
遠
州
、
木
曽
へ
、
越
中
米
は
中
山
口
か
ら

高
山
へ
、
二
山
・
小
白
川
か
ら
白
川
へ
、
鶴
来
・
勝
山
か
ら
白
峰
に
入
っ
た
。
敦
賀
・
小
浜
か
ら
は
新
道
野
越
・
七
里
半
越
・
九
豆
半
越

近世わが国の道路交通

で
湖
岸
に
出
、
近
江
の
米
と
と
も
に
大
津
に
集
ま
り
京
都
へ
送
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
ル

l
ト
は
西
廻
海
運
が
完
成
し
て
大
打
撃
を
受

け
た
。納

屋
米
は
京
都
・
堺
と
と
も
に
大
阪
・
兵
庫
に
集
ま
り
、
伊
賀
奈
良
両
盆
地
・
大
阪
平
野
か
ら
も
多
く
出
さ
れ
た
。
津
山
か
ら
は
西
大

寺
・
金
岡
へ
、
三
次
か
ら
広
島
・
三
原
・
尾
道
へ
、
讃
岐
各
地
か
ら
阿
波
へ
集
ま
り
、
松
山
・
久
留
米
・
博
多
・
佐
賀
へ
は
周
辺
か
ら
集

ま
っ
た
。

米
の
移
入
地
は
上
述
の
外
、
由
良
・
宮
津
・
江
津
・
浜
田
・
広
島
・
宇
和
島
・
徳
島
・
和
歌
山
な
ど
が
あ
り
、
北
国
米
・
因
伯
米
・
九
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州
米
が
こ
れ
を
充
た
し
た
。
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付
近
で
は
や
や
裏
日
本
側
に
入
込
ん
で
ず
れ
て
い
る
。

3
、
全
国
的
交
通
網
と
交
通
を
担
う
も
の

ィ
、
全
国
的
交
通
網
の
完
成

(第6図)江戸周辺助馬する村の分布

塩
の
場
合

内
陸
で
塩
の
生
産
を
伝
え
る
の
は
山
形
の
平
塩
、

会
津
の
大
塩
・
熱
塩
・
伊
那
の
廉
塩
ぬ
な
ど
に
過
ぎ
ず
、
主
体
は

海
塩
で
あ
っ
た
。
小
規
模
塩
田
は
全
国
的
に
分
布
し
た
が
、
第
6

図
に
示
す
ご
と
く
、
供
給
力
が
不
十
分
な
の
で
十
州
塩
田
そ
の
他

か
ら
海
上
・
河
川
に
よ
っ
て
輸
送
し
た
。
こ
れ
は
米
輸
送
の
ル

l

ト
と
逆
に
な
り
、
そ
の
末
端
を
塩
尻
と
い
い
生
魚
と
は
若
干
喰
い

違
っ
て
い
る
。
即
ち
表
裏
日
本
か
ら
の
供
給
限
界
線
は
ほ
ぼ
中
央

背
梁
山
脈
に
当
り
、
米
沢
・
若
松
・
塩
尻
・
高
山
・
伊
賀
上
野
の

南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
、
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
に
し
て
も
農
業
生
産
力
が
上
昇
し
、
各
地
に
市
場
が

成
立
し
て
き
た
。
商
品
化
さ
れ
る
農
工
生
産
品
の
量
や
種
類
が
増
加
し
て
く
る
と
農
業
と
半
工
業
が
分
離
し
、
こ
れ
に
並
行
し
て
農
民
や

崎
神
人
な
ど
が
あ
る
が
、

手
工
業
者
か
ら
商
人
が
分
離
独
立
し
た
。
商
人
に
は
市
場
中
心
に
活
躍
し
た
も
の
と
行
商
と
が
あ
り
、
後
者
で
有
名
な
も
の
に
堺
・
大
山

中
で
も
近
江
の
商
人
集
団
は
五
ケ
商
人
(
若
狭
方
面
へ
)
・
四
本
商
人
(
北
伊
勢
)
・
枝
村
商
人
(
美
濃
)
・
保

交
通
業
者
を
生
み
、
こ
れ
ら
が
漸
次
商
人
化
す
る
傾
向
を
示
し
た
。

内
商
人
(
若
狭
・
伊
勢
・
美
濃
・
京
都
)
な
ど
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
か
か
る
遠
隔
取
引
商
業
の
発
展
は
馬
借
・
車
借
・
船
頭
な
ど
の



市
の
定
期
化
と
居
舗
商
業
の
発
展
の
結
果
寺
社
門
前
や
水
陸
交
通
の
要
衝
に
都
市
成
立
を
見
る
に
至
っ
た
。

こ
の
守
護
大
名
領
国
の
展
開
で
、
商
品
生
産
の
基
盤
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
流
通
も
そ
の
範
囲
が
拡
が
っ
た
。
応
仁
文
明
の
戦
乱
を

契
機
に
守
護
大
名
領
国
制
は
戦
国
大
名
領
国
制
に
変
化
し
、
戦
国
大
名
が
国
力
を
増
進
す
る
た
め
領
国
の
農
工
生
産
の
上
昇
を
育
成
し
た

り
、
形
成
せ
ら
れ
た
城
下
町
は
消
費
市
場
と
な
り
、
領
国
内
に
お
け
る
交
通
が
甚
だ
し
く
改
善
せ
ら
れ
た
り
し
て
、
商
品
流
通
は
非
常
に

促
進
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
封
鎖
的
な
局
地
経
済
圏
は
領
国
単
位
の
流
通
圏
に
発
展
し
、
本
城
・
支
城
・
経
済
交
通
都
市
を
結
ぶ
領
国
流

通
圏
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
領
国
拡
張
に
伴
っ
て
、
領
国
の
い
く
つ
か
を
つ
な
ぐ
流
通
圏
が
出
現
し
た
。
淀
川
を
軸
と
す
る
畿
内
商
業
圏

(
京
都
・
奈
良
・
堺
・
天
王
寺
・
兵
庫
を
含
む
)
を
中
心
に
、
関
東
(
小
田
原
)
・
東
海
道
・
北
陸
(
大
津
・
敦
賀
・
越
後
府
内
)
・
伊
勢

湾
沿
岸
(
大
湊
・
桑
名
・
大
浜
)
・
瀬
戸
内
(
尾
道
・
厳
島
)
・
北
九
州
(
博
多
)
の
諸
商
業
圏
が
そ
れ
で
あ
る
。

流
通
圏
が
こ
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
は
、
単
に
空
間
的
な
と
と
だ
け
で
は
な
い
。
従
来
の
領
主
経
済
を
支
え
た
商
品
生
産
基
盤
は
、
小

農
民
・
小
手
工
業
者
・
小
商
人
の
封
建
的
農
奴
・
町
人
に
拡
が
り
、
こ
れ
ら
民
衆
自
ら
の
た
め
に
生
産
を
行
う
に
至
っ
た
。
領
主
経
済
に

近世わが国の道路交通

連
な
る
座
商
人
の
市
場
独
占
は
、
か
か
る
生
産
基
盤
の
拡
大
と
新
し
い
商
工
業
者
の
発
生
で
存
在
意
義
を
失
い
、
戦
国
大
名
の
楽
市
楽
座

政
策
で
修
止
符
を
打
た
れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
大
名
権
力
と
結
ぶ
新
た
な
特
権
的
政
商
が
生
ま
れ
た
。

戦
国
大
名
の
領
国
制
は
、
農
村
に
お
け
る
封
建
的
自
営
農
民
と
し
て
の
農
民
階
級
と
、
都
市
に
お
け
る
封
建
的
市
民
と
し
て
の
町
人
階

級
と
を
領
主
が
支
配
す
る
体
制
で
あ
る
。
互
に
対
立
し
た
こ
れ
ら
戦
国
大
名
を
単
一
の
権
力
下
に
編
成
し
た
の
が
織
豊
政
権
で
あ
る
。
そ

れ
と
同
時
に
度
量
衡
・
幣
制
を
統
一
し
て
、
経
済
的
に
は
全
国
を
単
一
市
場
形
成
に
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
完
成
し
た
の
が

徳
川
氏
で
あ
る
せ
し
か
し
そ
の
遺
制
が
全
廃
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
軍
事
警
察
的
な
役
割
を
も
っ
た
関
所
m
・
要
塞
村
・
郷
囲
内
臼
・

77 

辺
路
香
な
ど
や
経
済
警
察
的
な
国
留
番
所
・
穀
留
番
所
が
幾
個
所
も
あ
っ
た
。
と
の
全
国
的
交
通
網
の
中
、
幕
府
が
政
治
上
重
要
な
幹
線
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道
路
を
支
配
下
に
お
い
た
の
が
、
五
街
道
で
あ
る
。

し
か
し
経
済
上
か
ら
み
る
と
、

五
街
道
と
と
も
に
奥
州
道
中
の
大
部
、

羽
州
街
道
、
佐
渡
道
(
奥
州
通
・
三
国
通
・
中
山
道
通
)
・
北

国
街
道
・
伊
那
街
道
・
新
道
野
越
・
中
国
路
・
山
陰
道
・
長
崎
街
道
・
薩
摩
街
道
な
ど
が
重
要
で
、
こ
れ
ら
を
基
本
に
交
通
網
が
細
か
く

全
国
を
蔽
っ
て
い
た
。
日
光
例
幣
使
街
道
の
よ
う
に
脇
往
還
と
い
っ
て
政
治
上
重
視
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
必
ず
し
も
前
記
経
済
上
諸
街

道
よ
り
重
要
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。

大
阪
以
西
は
陸
地
の
巾
が
狭
い
上
瀬
戸
内
海
を
控
え
て
交
通
上
の
大
動
脈
は
水
運
に
あ
っ
た
が
、
大
阪
以
東
は
木
州
の
巾
が
広
く
、
海

上
交
通
の
培
養
線
と
し
て
の
河
川
交
通
も
及
ば
な
い
地
域
が
広
く
、
陸
運
が
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
動
脈
は
敦
賀
・
小
浜
か
ら
京
都

大

阪
に
至
る
も
の
で
あ
る
う
。
宝
暦
十
三
年
松
本
町
移
出
入
商
品
調
べ
に
よ
る
と
、
名
古
屋
へ
の
往
返
荷
物
中
、
中
山
道
経
由
は
出
荷
物
一

一
O
O余
駅
、
入
荷
物
一
八

O
O余
駅
に
対
し
、
伊
那
街
道
経
由
の
出
荷
物
六
五

O
O余
駄
、
入
荷
物
五
回

O
O余
駄
と
な
っ
て
、

し、

わ

ゆ
る
中
馬
街
道
の
荷
動
き
は
中
山
道
を
上
廻
っ
て
い
た
問
。

東
海
道
は
こ
れ
よ
り
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
芳
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら
が
大
動
脈
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
山
間
小
盆
地
ま
で
連
ね
た
道
路
は
毛
細
管
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
時
と
し
て
制
限
貨
物
の
抜
道
と
し
て
刺
用
せ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
中
で
や
や
変
わ
っ
て
い
る
例
と
し
て
、
多
摩
川
上
流
小
河
内
・
小
菅
を
挙
げ
る
の

こ
れ
ら
の
村
か
ら
は
塩
山
・
大

月
・
五
日
市
、
後
に
青
梅
へ
通
じ
て
い
た
が
、
甲
州
道
中
に
対
し
て
副
道
の
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
、
荷
物
は
大
月
へ
は
出
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
山
間
僻
地
な
の
で
東
は
檎
原
村
瀬
戸
沢
、
西
は
大
菩
薩
峠
叫
に
荷
置
場
を
設
け
、
無
人
の
場
合
に
は
こ
こ
に
置
い
て
貨
物
を
互
に
持

帰
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
動
脈
か
ら
毛
細
管
に
相
当
す
る
道
路
が
庶
民
に
利
用
せ
ら
れ
て
い
た
。

元
来
二
地
点
聞
の
交
通
路
の
最
短
距
離
は
両
地
点
を
結
ぶ
誼
線
で
あ
る
。
そ
の
聞
に
通
過
に
不
便
な
山
地
が
あ
る
と
、
近
世
で
は
少
々



迂
廻
し
て
も
河
谷
底
を
利
用
し
て
谷
頭
の
急
斜
面
を
登
り
、
峠
を
越
え
て
反
対
側
の
谷
底
へ
下
っ
た
。
こ
れ
は
労
力
・
時
間
の
点
で
有
利

な
た
め
で
、
有
名
な
峠
が
多
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
河
谷
に
並
平
行
す
る
構
造
谷
を
副
道
と
し
て
利
用
し
た
好
例
は
赤
石
西
麓
の
中

央
構
造
線
の
谷
で
あ
ろ
う
。
火
山
麓
3

台
地
で
自
然
的
条
件
が
自
由
に
選
択
で
き
る
場
合
、
水
や
集
落
の
あ
る
地
点
を
通
過
す
る
。
渡
河

点
は
河
巾
の
狭
い
地
点
、
荒
れ
川
で
は
分
流
し
な
い
上
手
が
選
ば
れ
、
湖
海
で
は
両
地
点
を
結
ぶ
直
線
に
近
い
地
に
乗
船
地
・
上
陸
地
を

選
ぶ
傾
向
が
多
い
。

以
上
の
原
則
に
よ
っ
て
交
通
路
を
選
ぶ
は
ず
で
あ
る
が
、
近
世
の
道
路
交
通
に
お
い
て
、
こ
と
に
貨
物
輸
送
は
何
故
往
還
を
避
け
た
例

が
多
い
の
で
あ
る
う
か
。
拍
車
口
光
寺
平
か
ら
高
崎
へ
出
る
の
に
信
濃
街
道
や
草
津
越
を
刺
用
す
る
よ
う
に
近
路
の
場
合
も
あ
る
。

し
カミ

し
封

建
領
主
や
領
主
権
力
を
笠
に
着
た
貨
物
に
出
会
っ
た
り
、
宿
駅
で
庭
銭
(
正
徳
二
年
廃
止
)
防
・
口
銭
を
徴
収
さ
れ
、
宿
継
ぎ
に
よ
る
時
間

労
力
の
空
費
や
荷
傷
み
が
多
く
、
運
賃
の
高
騰
を
避
け
る
た
め
に
脇
道
や
平
行
道
路
を
利
用
し
た
例
が
各
地
に
多
い
。
ぞ
れ
は
自
主
的
条

件
の
有
利
さ
を
す
て
て
も
、
社
会
的
条
件
の
有
利
さ
を
段
め
た
が
た
め
に
外
な
ら
な
い
。

近世わが国の道路交通

ロ
、
交
通
手
段

a
、
全
国
的
輸
送
に
お
け
る
、
最
も
普
遍
的
な
も
の
は
牛
馬
で
あ
る
が
、
人
は
歩
く
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
騎
獣

(
岡
山
色
江
戸
。
円
)
と
し
て
は
比
較
的
重
要
で
な
く
、

ま
し
て
車
輔
が
地
域
的
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
騎
獣

(
N
c
m件
目
。
ご
と
し
て
の
利
用
は
部

分
的
で
あ
る
。
牛
馬
の
刺
用
は
欽
獣
(
戸
釦
門

E
R
)
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
牛
馬
使
用
の
地
域
的
区
分
は
困
難
で
あ
る
。

牛
馬
を
比
較
す
る
と
制
度
的
に
馬
は
宿
継
ぎ
を
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
馬
方
は
普
通
一
一
践
を
曳
い
た
の
二
頭
以
上
に
な
る
と
統
御
上
温
順
な

牡
馬
が
喜
ば
れ
た
。
と
れ
に
対
し
牛
は
貞
享
三
年
に
駄
送
を
禁
じ
ら
れ
た
が
そ
の
後
通
し
牛
を
認
め
ら
れ
、
多
い
時
は
二
三
頭
か
ら
七
八

頭
に
及
び
、
中
馬
街
道
で
は
こ
れ
を
組
牛
と
呼
ん
だ
。
能
力
の
点
で
は
牛
は
馬
に
比
し
て
運
搬
能
率
が
低
く
、

と
く
に
山
国
で
は
劣
っ
て

79 

い
る
が
印
、

一
入
が
多
数
を
曳
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
そ
の
欠
点
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
。
普
通
夜
間
に
は
牛
馬
宿
に
泊
っ
た
が
、
北
上
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山
地
で
は
牛
に
限
り
夜
間
付
近
の
草
原
に
放
ち
、
牛
方
は
自
ら
携
帯
し
た
棒
を
三
叉
に
組
ん
で
こ
れ
に
帯
を
か
け
、
小
さ
い
小
屋
組
み
を

し
て
そ
の
中
に
寝
た
と
い
う
wo

こ
の
よ
う
に
牛
馬
に
そ
れ
ぞ
れ
長
所
短
所
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
条
件
に
従
っ
て
い
づ
れ
か
を
決
定
し

た
の
で
あ
る
。

水
運
に
恵
ま
れ
な
い
地
方
に
牛
馬
に
よ
る
長
距
離
輸
送
業
者
が
出
現
し
た
。
北
信
の
岡
付
牛
ω
・
奈
川
牛
ω
、

南
信
の
中
馬
、

三
河
の

州
馬
、
甲
州
の
九
一
色
馬
刊
、

秩
父
二
頭
追
い
ね
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
牛
馬
宿
を
利
用
し
た
長
距
離
輸
送
に
対
し
、

日
帰
り
が
可
能

の
範
囲
で
都
市
周
辺
に
近
距
離
輸
送
が
発
展
し
た
。
江
戸
付
近
で
は
多
摩
丘
陵
・
八
王
子
・
青
梅
を
含
め
た
武
蔵
野
台
地
に
馬
稼
ぎ
が
多

く
、
船
は
こ
れ
と
競
合
す
る
の
で
、
玉
川
上
水
通
船
は
度
々
願
出
て
て
も
明
治
ま
で
実
現
し
な
か
っ
た
均
o

牛
馬
通
行
が
冬
季
困
難
に
な
る
と
、
人
肩
に
よ
っ
て
貨
物
を
輸
送
し
た
の
が
ボ
ッ
カ
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
秋
田
(
青
森
は
不
明
)
か

ら
西
は
九
豆
半
越
ま
で
、
南
は
時
に
関
・
中
川
辺
・
中
津
・
名
古
屋
ま
で
、
東
は
松
本
・
飯
田
に
及
ん
だ
こ
と
が
あ
る
沌
O

こ
れ
ら
が
積

雪
・
山
岳
地
帯
な
の
に
対
し
、
大
津
京
都
聞
で
は
平
坦
地
で
も
許
さ
れ
て
い
た
日
。

b
、
市
中
小
運
送

京
都
で
乗
用
の
牛
車
が
貨
物
輸
送
用
に
改
良
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
人
の
曳
く
地
車
が
発
明
せ
ら
れ
て
、
近

世
初
期
名
古
屋
・
駿
府
・
仙
台
に
伝
わ
っ
た
。
江
戸
で
は
牛
車
系
の
大
八
車
、
大
阪
で
は
牛
車
地
車
と
や
や
構
造
を
異
に
す
る
ベ
カ
車
が

広
く
用
い
ら
れ
た
。

京
都
で
は
中
世
以
来
周
辺
に
馬
借
・
車
借
が
成
立
し
、
前
者
で
有
名
な
の
は
大
津
・
坂
本
、
後
者
は
鳥
羽
・
白
河
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
市
中
小
運
送
と
い
う
よ
り
も
、
大
津
か
ら
京
都
を
中
心
と
し
た
近
距
離
輸
送
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
伏
見
・
横
大
路
な
ど
に
至
る
も
の

で
あ
る
。

し
か
も
輸
送
機
関
が
牛
馬
ば
か
り
で
な
く
、
牛
車
・
背
負
・
歩
行
荷
が
あ
っ
て
非
常
な
賑
わ
い
を
示
し
て
い
る
。
牛
車
京
三

(
三
条
・
四
条
・
五
条
)
・
伏
見
・
六
地
蔵
・
荒
神
・
今
出
川
・
壇
の
諸
車
組
が
存
在
し
、
大
津
入
込
の
牛
馬
は
文
政
十
二
年
に
は
京
都
近
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表)

ぷ商工と|安永4年l天保1引嘉永叶安政元年|安政2年
牛 事 (9俵積) ※24，548 鞠 18，623 22，434 21，418 22，757 

牛 馬 (2-3俵) 185，82疋1 130，922 96，164 100，551 123，859 

負(1俵)
人

背 132，000 60，000 13，632 27，672 16，470 

9 (第

水谷清三氏による

郊
一
里
以
上
の
村
を
二
一
組
に
分
け
た
外
、
山
科
の
判
鞍
・
北
山
の
常
鞍
と
こ
れ
ら
に
属
さ
な

い
無
鞍
と
い
わ
れ
た
稼
牛
馬
が
あ
っ
た
。
米
穀
輸
送
が
主
で
、
比
率
か
ら
い
え
ば
牛
馬
が
過
半

を
占
め
る
が
、
牛
車
は
漸
増
し
背
負
が
減
っ
て
い
る
。
牛
車
と
牛
馬
乞
の
聞
が
比
較
的
安
定
し

て
い
た
の
は
運
賃
が
運
搬
量
に
比
例
し
て
か
ら
で
あ
る
の
こ
の
牛
車
通
行
の
道
路
に
特
殊
な
舗

装
と
し
て
の
卒
石
は
全
国
で
も
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
問
。

大
坂
は
市
中
縦
横
に
河
川
・
運
河
が
通
じ
、
河
川
交
通
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
馬
稼

が
川
船
稼
に
圧
倒
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
代
っ
て
後
に
対
抗
す
る
に
至
っ
た
の
が
ベ
カ
車
で
あ
る
。

古
島
敏
雄
氏
は
そ
の
発
展
の
一
因
を
川
船
の
独
占
に
基
ず
く
専
横
と
し
て
い
る
が
、
安
永
三
年

以
来
車
体
の
大
き
さ
の
制
限
、
夜
間
使
用
禁
止
、
橋
上
通
過
禁
止
、
積
取
制
限
な
ど
を
行
っ
た

に
も
拘
ら
ず
、
文
化
十
年
に
一
六
七
八
輔
に
達
し
、
そ
の
後
取
締
の
目
を
く
ぐ
っ
て
実
質
的
に

増
加
し
て
い
た
向
。

江
戸
は
東
部
低
地
に
川
船
が
利
用
で
き
、
各
地
と
の
交
通
が
便
利
で
あ
っ
た
が
、
経
済
活
動

の
中
心
が
隅
田
川
以
西
に
あ
っ
た
の
で
、
市
中
小
運
送
は
陸
運
が
主
で
あ
っ
た
。
即
ち
下
町
と

江
戸
城
を
含
む
武
家
屋
敷
地
域
の
周
辺
に
馬
稼
を
す
る
者
が
多
く
、
元
禄
十
三
年
七

O
O頭

推定

で
、
第
7
図
に
示
す
ご
と
く
、
万
治
三
年
と
天
和
二
年
と
を
比
較
す
る
と
中
心
地
域
に
近
い
と

※ 

こ
ろ
で
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
な

こ
れ
は
鞍
判
を
受
け
た
駄
賃
馬
稼
で
、
江
戸
三
伝
馬
町

に
役
銀
を
出
し
た
公
認
の
も
の
で
あ
る
c

駄
賃
馬
の
減
少
は
市
中
騎
乗
禁
止
、
元
禄
十
三
年
か
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甲州忍草村の貢租負担と馬匹所有

貢租負担額 1100文以下ド00--- ド00--- ドoo~ 11，ooo文300文 500文1，000文以上

戸 数| 9 31 25 15 3 

馬所持戸数| 4 10 18 12 2 

1 頭当平均 l 1.5戸

(第10表)

p‘34 

ら
十
四
年
に
辻
駕
龍
が
四
倍
近
い
三
六
一
二
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
近
距
離
輸
送
圏
の
百
姓
稼
の

馬
の
攻
勢
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
大
八
車
は
元
禄
十
四
年
に
大
坂
を
上
廻
る
二
二
三
九
柄
に
増
加

古島敏雄，山村の構造

し
て
い
る
の
で
、
陸
運
の
相
当
部
分
を
相
当
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
大
阪
と
同

じ
く
積
取
協
定
を
や
っ
て
、
名
古
屋
で
は
元
禄
十
年
花
、

江
戸
で
は
享
保
十
二
年
、
大
坂
で
は
安
永

三
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
漸
次
馬
に
代
っ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
せ

で
進
出
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
加
。

以
上
の
よ
う
に
車
輔
交
通
が
発
達
し
て
き
た
も
の
の
、
江
戸
で
は
幕
末
に
至
っ
て
も
高
井
戸
辺
ま

こ
れ
は
車
輔
交
通
が
危
険
で
あ
り
、
当
時
の
技
術
で
は
道
路
橋

梁
の
維
持
に
困
難
を
感
じ
た
こ
と
、
特
権
的
交
通
秩
序
に
即
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し

近
世
の
生
産
構
造
と
く
に
江
戸
市
中
の
工
業
が
手
職
で
創
、

。恥J.，tr;‘n
"ζおニ~，

Oijl;'1す!>trH
l~ .lJ-) 

@両者茨在の村

原
料
輸
送
が
少
な
く
消
費
物
資
の
移
動

が
主
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。

い
づ
れ
に
し
て

も
大
八
車
の
よ
う
に
低
速
車
輔
が
局
限
せ
ら
れ
た
地
域
に
し

魚、

か
出
生
せ
ず
、
ま
し
て
馬
車
の
よ
う
な
高
速
車
輔
の
出
現
し

生

な
か
っ
た
こ
と
が
後
に
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

(第7図)

ロ
、
交
通
を
担
う
も
の

こ
れ
ら
交
通
の
担
い
手
は
如
何

な
る
者
で
あ
ろ
う
か
。
甲
府
か
ら
沼
津
に
出
る
鎌
倉
往
還
に

沿
っ
た
甲
州
忍
草
村
に
お
け
る
貢
租
負
担
は
、
第
9
表
の
よ

う
に
上
下
の
差
が
実
質
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
上



下
を
問
わ
ず
駄
賃
づ
け
に
出
た
が
mu

か
か
る
寒
村
で
は
問
屋
へ
の
上
昇
を
見
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
貨
物
輸
送
で
特
別
な
位
置
を
占
め
る
中
馬
街
道
に
沿
う
村
々
は
、
明
和
元
年
の
数
字
を
那
別
に
整
理
し
た
第
日
表
か
ら
伊

那
諏
訪
両
郡
が
中
心
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
諏
訪
郡
全
体
は
明
和
度
に
比
し
て
安
永
二
年
二

O
九
一
疋
と
四
四
%
に
減
少
し
て
い
る
が
、

減
少
率
は
郡
内
一
様
で
は
な
く
、
御
射
山
神
戸
村
で
は
一
六
%
で
あ
る
亡
そ
の
減
少
の
甚
だ
し
い
の
は
諏
訪
湖
周
辺
の
平
坦
地
域
で
、
こ

の
村
の
よ
う
に
東
筋
西
筋
の
山
間
諸
村
は
少
な
い
。

し
か
し
村
内
に
お
い
て
は
第
ロ
表
か
ら
知
ら
れ
る
よ
ろ
に
、
文
政
十
年
に
お
け
る
中

馬
稼
は
四
三
人
を
支
柱
と
し
、
こ
の
人
々
は
階
戸
か
ら
い
え
ば
二
ー
三
石
の
こ
の
村
の
中
間
戸
を
中
心
に
、
数
的
に
は
や
や
下
戸
に
偏
つ

て
い
る
。
中
に
は
借
馬
に
よ
っ
て
漸
く
中
馬
稼
を
行
い
、
資
力
を
蓄
積
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
中
馬
運
上
負
担
者
は
札
請
人
数
よ
り
も
多

く
、
馬
所
有
者
で
な
い
場
合
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
中
馬
稼
の
農
民
の
上
昇
が
理
解
さ
れ
る
問
。
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中馬村数，中馬数(明和元年)

出プZ数，馬 総数 11村平均
伊那郡 163 7，849 48 I 

諏訪郡 123 4，680 

安曇郡 180 2，178 18 

筑摩郡 159 2，525 19 

小県郡 35 321 9 

|高井郡 8 81 10 

埴科郡 6 76 13 

更科郡 5 58 

計 679
1此 7681 28 

(第11表)

古島敏雄，江戸時代の商品流通と交通

p. 231 

伊
那
郡
に
お
け
る
中
馬
稼
は
、
第
臼
表
に
よ
っ
て
そ
の
変
遷

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
増
加
し
た
村
は
飯
田
の
南
方
に

あ
り
、

は
じ
め
の
三
者
は
極
度
の
山
村
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

減
少
し
た
の
は
新
野
村
以
外
は
飯
田
の
近
郊
農
村
で
農
間
稼
も

あ
る
、
が
、

全
体
を
通
じ
て
水
田
も
広
く
農
業
に
恵
ま
れ
た
点
似

は
諏
訪
盆
地
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
地
の
近
世
初
期
の
馬
持

は
、
商
人
か
産
地
商
人
か
ら
販
売
を
委
託
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
、
や
が
て
商
人
荷
物
を
多
く
運
送
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
飯

国
北
方
の
荒
町
村
は
中
馬
稼
の
山
村
で
、
そ
の
馬
持
が
自
ら
中
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馬
稼
を
し
た
外
、
馬
を
多
く
持
っ
た
者
は
下
人
を
使
っ
て
共
に
従
事
し
、
さ
ら
に
「
中
馬
奉
公
人
」
を
使
っ
て
二
網
追
い
を
行
う
ほ
ど
上

昇
し
た
も
の
が
あ
っ
た
お
o

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
中
馬
稼
の
中
正
が
生
産
力
の
低
い
山
村
に
移
り
、
そ
の
内
部
で
は
質
的
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
実

ボ
ッ
カ
は
糸
魚
川
神
通
川
筋
が
と
く
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
従
事
者
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
牛
馬
交
通
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
白

山
と
麓
白
峰
で
は
、
大
正
年
間
村
内
中
流
以
下
の
男
女
が
従
事
し
た
程
度
し
か
わ
か
っ
て
い
な
い
例
。

京
都
付
近
の
山
科
判
鞍
は
敦
賀
馬
借
同
様
小
規
模
で
あ
る
が
、
専
業
兼
業
が
混
在
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
車
組
に
は
一
人
二
五
輔
三

O
疋
も
所
有
す
る
車
持
が
い
た
。
西
廻
海
運
の
打
撃
を
受
け
て
取
扱
い
量
が
著
し
く
減
少
し
た
後
で
は
あ
っ
た
が
、
安
永
四
年
八

O
万

村人数と中馬稼人数

(文政10年)

(第12表)

持 高 |人数 I~競
石 石
12 - 11 1 。
11 - 10 。 。
10 - 9 1 。
9 - 8 1 1 

8 - 7 。 1 

7 - 6 。 。
6 - 5 3 2 

5 - 4 4 2 
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pp. 24， 42 近世農村の構造

中馬稼馬数の変遷

一村¥¥名 ¥年¥代¥I馬明 和数文稼馬化数
疋 疋

増
根 羽 キす 76 175 

力日
平 谷 キす 23 119 

キナ 波
メ口斗 キナ 27 96 

駒 場 キず 12 62 I 

島 田 キす 144 。
減 新 野 キサ 100 。
少 t口tコ 田 村 72 。
キず 思c 季1. キす 59 。
4同 林 キす 44 。

(第13表)

古島，江戸時代の商品流通と交通

p. 297 



俵
、
天
保
以
降
も
四

O
|五
O
万
俵
も
の
米
が
動
い
て
い
た
か
ら
で
お
る
針
。

江
戸
で
は
文
久
三
年
大
八
車
の
車
持
三
六
-
一
人
で
七
五
九

輔
を
所
有
し
郎
、

専
業
的
経
営
で
あ
る
。
そ
の
下
の
交
通
労
働
者
は
越
後
・
信
州
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
地
方
出
身
の
雇

傭
労
働
者
な
る
こ
と
が
わ
か
る
程
度
で
あ
る
。

5
、
交
通
集
落
の
発
展

交
通
発
展
の
影
響
は
諸
方
面
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
交
通
集
落
に
限
定
す
る
。
即
ち
第
1
表
に
み
る
よ
う
に
、
宿
駅
は
近
世
初
期

東
海
道
は
じ
め
諸
道
中
で
伝
馬
役
の
負
担
に
耐
え
る
農
村
に
設
置
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
農
村
に
諸
青
主
・
庶
民
の
往
来
の
折
旅
宿
を
提

供
す
る
も
の
が
、
参
勤
交
代
制
実
施
に
際
し
て
本
陣
職
と
旅
龍
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
本
陣
に
収
容
で
き
な
か
っ
た

供
廻
り
を
付
近
の
旅
龍
に
宿
泊
せ
し
め
、
こ
れ
を
下
宿
と
い
っ
た
の
は
初
期
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

品
川
宿
を
例
に
旅
宿
増
加
の
傾
向
を
み
る
と
、
元
文
以
前
一
八

O
、
宝
暦
十
三
年
七

O
、
文
政
年
間
八
三
、
天
保
年
間
九
三
、
弘
化
三

近世わが国の道路交通

年
一

O
七
と
増
加
し
て
い
る
ぞ

文
化
三
年
保
土
谷
宿
の
総
戸
数
の
三

O
%が
旅
龍
・
商
人
で
旬
、

元
治
元
年
の
往
還
町
並
図
に
よ
れ
ば

当
時
の
旅
龍
六
七
軒
の
約
半
数
は
文
化
文
政
以
後
の
開
業
で
あ
る
則
。

」
れ
で
み
る
と
文
化
文
政
以
後
か
な
り
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

神
奈
川
は
品
川
・
吉
田
・
岡
崎
・
池
鯉
鮒
・
四
日
市
と
と
も
に
、
東
海
道
の
中
で
も
栄
え
た
宿
で
あ
る
が
、
地
借
・
居
借
の
合
計
が
本
百

姓
数
に
近
い
の
は
、

か
か
る
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
問
。

第
日
表
の
よ
う
に
天
保
十
四
年
の
宿
駅
の
稼
即
ち
兼
業
が
、
宿
駅
に
と
っ
て
如

何
に
重
要
な
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

旅
宿
の
機
能
も
、
近
世
は
じ
め
の
旅
行
者
が
繍
を
持
参
し
て
い
た
の
で
、
宿
泊
、
炊
事
採
暖
用
の
燃
料
を
提
供
す
る
木
賃
宿
が
多
く
、

85 

慶
長
十
九
年
に
人
は
三
文
(
馬
は
そ
の
二
倍
)
、
元
和
八
年
四
文
、
万
治
二
年
五
文
、
寛
文
宝
三
年
六
文
、
延
三
年
三
二
文
、
享
保
三
年
三
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往 3、E丞主主 稼23 (1) 6 8 (3) 4 48 (4) I 

藁 f沼 工 1 υ つ 1 5 

漁、 業 2 2 

商 業 (3) (3) 10 (4) ， 

百十出主:|間稼|削工|山稼!漁業l商

五
文
、
元
治
元
年
二

O
O文
、
慶
応
二
年
七

O
O文
と
定
め
ら
れ
た
ぞ

他
方
万
治
二
年
に

旅
宿
に
娼
婦
を
お
く
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
が
、
享
保
三
年
に
旅
宿
の
飯
盛
女
を
二
人
に
制
限

し
て
い
る
と
こ
ろ
含
見
る
と
伯
、

そ
の
弊
害
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、

こ
の
種
の
旅
宿
は
賄
付
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
初
期
に
木
賃
宿
を
利
用
し
た

傾
向
は
、
漸
次
賄
付
旅
宿
利
用
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
旅
行
者
の
好
み
に
応

じ
て
平
旅
龍
・
飯
盛
旅
寵
・
商
人
宿
・
飛
脚
宿
・
木
賃
宿
の
別
が
生
じ
、
貨
物
輸
送
の
多
い

街
道
に
馬
方
・
牛
方
専
門
の
牛
馬
宿
も
で
き
た
日
目
。

こ
の
旅
宿
即
ち
旅
龍
に
つ
い
て
は
五
街
道
を
中
心
に
し
た
史
料
に
宿
村
大
概
帳
が
あ
る
。

そ
の
大
小
区
分
の
基
準
は
別
と
し
て
、
こ
れ
を
整
理
す
る
と
第
日
表
の
よ
う
に
な
る
。
即
ち

中
山
道
・
奥
州
道
中
の
一
宿
平
均
旅
龍
数
は
約
二
七
軒
、

日
光
道
中
は
そ
の
一
・
五
倍
、
東

pp. 43-44 

海
道
は
二
倍
で
あ
る
。

一
宿
の
旅
龍
は
中
が
約
三
分
の
一
、
小
が
二
分
の
一
に
近
い
。
宿
に

な
る
大
旅
寵
に
比
較
し
て
中
小
旅
寵
の
多
い
こ
と
は
、
利
用
者
た
る
庶
民
の
交
通
が
盛
ん
な

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
東
海
道
が
第
一
で
、

日
光
道
中
が
こ
れ
に
次
ぐ

大熊喜邦，前掲書

交
通
量
の
多
い
街
道
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

宿
駅
に
旅
宿
の
外
、
旅
行
者
の
た
め
に
も
必
要
な
飲
食
屈
も
多
く
、
食
料
品
屈
も
あ
っ

た
。
ま
た
助
郷
人
馬
を
介
し
て
そ
の
村
の
需
要
を
も
充
た
し
た
の
で
、
商
業
的
機
能
を
も
っ

こ
と
に
な
っ
た
。
等
し
く
交
通
集
落
と
い
っ
て
も
島
田
・
金
谷
や
宮
・
桑
名
の
よ
う
に
特
殊
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元
、
甚
四
郎
の
手
代
松
屋
源
助
を
発
起
人
と
し
て
生
ま
れ
た
浪
花
講
が
は
じ
め
で
、
近
世
だ
け
で
も
三
都
講
・
東
講
・
吾
妻
講
・
松
井
講

永
寿
講
・
式
州
関
東
講
・
永
福
関
東
請
な
ど
が
続
々
成
立
し
た
培

こ
れ
は
五
街
道
の
宿
駅
に
は
勿
論
、
聞
の
宿
に
も
あ
っ
た
し
、
そ
れ

以
外
の
街
道
に
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
文
化
文
政
以
後
の
旅
宿
の
増
加
に
も
関
連
す
る
が
、
基
底
に
産
業
の
全
国
的
な
発
展
が
あ
り
、

講
組
織
者
が
多
く
大
阪
商
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
彼
等
の
商
業
活
動
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

6
、
結

ぴ

明
治
以
来
先
学
諸
氏
の
近
世
道
路
交
通
に
関
す
る
研
究
の
一
部
を
、
筆
者
の
芳
え
に
よ
っ
て
以
上
の
よ
う
に
み
て
き
た
。
こ
の
試
み
に

は
種
々
の
混
乱
や
不
統
一
が
あ
る
。
そ
の
最
大
の
欠
点
は
陸
上
交
通
を
河
川
海
上
両
交
通
系
と
分
離
し
て
芳
察
し
た
と
と
と
、
近
世
産
業

を
含
め
て
広
く
社
会
的
現
象
を
十
分
ふ
ま
え
て
分
析
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

交
通
も
特
定
の
社
会
経
済
的
基
盤
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
扱
っ
た
の
は
幕
落
体
制
と
い
う
条
件
の
下
で
展
開
し
た
姿
で
あ

る
。
封
建
的
社
会
経
済
機
構
の
上
に
打
立
て
ら
れ
た
組
織
は
、
資
本
制
社
会
に
入
る
と
こ
れ
に
即
し
て
新
し
い
企
業
体
・
国
家
資
本
を
基

と
し
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
導
入
せ
ら
れ
た
交
通
機
関
が
産
業
革
命
の
一
翠
を
担
っ
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。
柳
田
国
男
氏
が
指
摘
せ
ら

れ
た
一
よ
う
に
そ

馬
車
・
鉄
道
の
普
及
に
よ
っ
て
割
合
大
き
い
役
割
を
果
し
た
地
方
的
な
副
道
、
こ
と
に
山
間
部
に
多
か
っ
た
も
の
が
整

理
せ
ら
れ
、
広
範
囲
に
亘
っ
て
駄
賃
稼
な
る
現
金
収
入
源
を
山
村
か
ら
奪
い
、
山
村
を
し
て
資
本
制
社
会
に
適
応
し
た
商
品
生
産
を
行
わ

し
め
た
。
こ
れ
は
ひ
と
り
山
村
に
限
ら
ず
、
農
漁
村
に
お
い
て
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
あ
る
つ
か
つ
て
小
林
良

正
氏
が
鉄
道
発
達
に
よ
る
市
場
形
成
を
論
じ
た
際
回
目
、
こ
の
点
を
指
摘
し
た
の
は
田
村
栄
太
郎
氏
で
あ
っ
た
せ

広
い
視
野
の
下
で
多
く
の
研
究
業
績
の
上
に
立
っ
て
、
改
め
て
交
通
現
象
を
再
検
討
す
べ
き
時
期
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
新
し



い
研
究
を
期
待
す
る
の
は
筆
者
ば
か
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

近世わが国の道路交通89 

こ
の
意
味
か
ら
古
島
敏
雄
「
信
州
中
馬
の
研
究
」
・
「
江
戸
時
代
の
商
品
流
通
と
交
通
」
、

な
ど
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
回
二
郎
中
世
の
関
所
(
一
九
四
一
)
四
O
一

l
四
七
O
頁

新
城
常
三
戦
国
時
代
の
交
通
ご
九
四
二
一
)
二
七
二

l
コ
二
九
頁

児
玉
幸
多
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
(
一
九
五
七
)
四
一

l
五
五
頁

大
阪
市
役
所
明
治
大
正
大
阪
市
史
(
一
九
三
一
)
巻
七
九
八
一
一
只

近
藤
文
二
大
阪
の
旗
振
り
通
信
経
済
史
研
究
第
三
五
号

徳
川
義
親
七
里
飛
脚
(
一
九
四
O
)
二
貝

和
国
文
次
郎
江
戸
三
度
(
一
九
一
七
)

信
長
公
記
巻
八

慶
長
見
聞
集

家
康
百
ケ
条
別
本

砂
利
勧
化
帳
慶
応
三
年
小
金
井
郷
土
飯
蔵

大
山
敷
太
郎
近
世
交
通
経
済
史
論
(
一
九
四
二
四
O
|
四
九
頁

大
熊
善
邦
東
海
道
宿
駅
と
其
の
本
陣
の
研
究
(
一
九
四
一
一
)
一
ご
具

新
城
常
三
前
掲
書
一
九
二
一
良

青
江
秀
大
日
本
帝
国
駅
逓
士
山
稿
考
証
(
一
九
二
八
)

大
山
敷
太
郎
前
掲
書
五
八
l
五
九
頁

同

同

-

一

五

1

一
二
ハ
頁

五
駅
便
覧
(
日
本
交
通
史
料
集
成
)
(
一
九
三
八
)

児
玉
幸
多
前
掲
書
四
三
八
|
四
四
ご
久

キヱ

'L
==一回一一2 3 4 5 6 7 8 9 15 14 13 12 11 10 

一
五
二

l
一
五
九
頁

一一一六
l
一
三
四
頁

渡
辺
一
郎
「
近
世
に
お
け
る
北
関
東
の
流
通
商
品
」
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駅
肝
録
(
日
本
交
通
史
料
集
成
)
(
一
九
三
八
)
一
一
六
四
l
二
八
ニ
頁

菩
多
村
俊
夫
近
江
経
済
史
論
孜
(
一
九
四
六
)
一
五
五
l
一
一
九
七
頁

大
熊
善
邦
前
掲
書
七
二
、
一
二
四
四
頁

憲
教
一
規
典

喜
多
村
俊
夫
前
掲
書
}
七
四
i
一
七
五
頁

同

同

一

七

六

頁

五
駅
便
覧
九
九
l
一
O
ニ
頁

大
山
敷
太
郎
前
掲
書
ニ
O
O
l
二
四
O
頁

佐
々
木
清
治
特
殊
助
郷
村
新
地
理
第
七
巻
(
一
九
五
八
)
一
九
O
|
一
九
三
頁

佐
々
木
清
治
前
掲
書
一
八
六
|
一
八
八
頁

浜
松
市
役
所
浜
松
市
史
史
料
篇
一
(
一
九
五
七
)
三
九
一

1
1
三
九
二
頁

田
村
栄
太
郎
近
世
日
本
交
通
史
(
一
九
三
五
)
一
一
一
頁

同

同

-

ニ

ハ

|

一

一

七

頁

五
駅
便
覧
六
六
頁

佐
々
木
清
治
-
般
助
郷
村
新
地
理
第
六
巻
(
一
九
五
七
)
一
一
七
I
ゴ
二
頁

喜
多
村
俊
夫
前
掲
書
一
九
二
|
一
九
五
頁

田
村
栄
太
郎
前
掲
書
一
四

0
1
一
四
一
頁

川
崎
市
役
所
川
崎
市
史
通
史
編
六
九
九
、
四
七
六
四
九
一
支

児
玉
幸
多
前
掲
書
一
九
三
l
三
三
ニ
頁

五
駅
便
覧
一
二
六
l
一
三
四
頁

地
方
落
穂
集
(
日
本
経
済
大
典
二
四
)
巻
八
一
六
四
頁

近
世
村
落
社
会
研
究
会
仙
台
藩
農
政
の
研
究
一
二
ハ
!
一
二
七
頁

幸
田
成
友
江
戸
と
大
阪
(
一
九
三
四
)
二
八
O
i
二
八
七
頁

37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 
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45 44 43 42 41 40 39 38 

鈴
木
直
ニ
徳
川
時
代
の
米
穀
配
給
組
織

宗
村
彰
夫
江
戸
末
期
三
条
金
物
の
販
路
地
方
史
研
究
開
O
(
一
九
五
九
)
二
四
|
二
九
頁

吉
岡
永
美
抜
け
参
り
の
研
究
(
一
九
四
三
)
四
三
五
O
頁

小
井
川
潤
次
郎
大
館
村
誌
(
一
九
五
九
)
一
一
一
七
頁

金
井
円
弘
化
三
年
の
信
州
山
辺
温
泉
地
方
史
研
究
ニ

O
(
一
九
五
六
)
五

l
一
O
頁

阿
部
真
琴
大
阪
周
辺
農
業
の
生
産
構
造
研
究
史
学
篇
第
一
三
号
(
一
九
五
七
)
八
|
九
頁

阪
本
平
一
郎
大
阪
市
に
於
け
る
立
売
人
の
発
生
過
程
に
つ
い
て
農
業
経
済
研
究
(
一
九
三
五
)

伊
藤
好
一
江
戸
近
郊
の
疏
菜
栽
培
(
白
木
産
業
史
大
系
第
四
巻
)
(
一
九
五
九
)
五
四
|
八
一
頁

田
村
正
夫
近
郊
農
村
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
地
理
学
評
論
第
二
七
巻
(
一
九
五
四
)
七
七
I
八
三
頁

山
口
和
雄
水
産
業
(
日
本
産
業
史
大
系
第
一
巻
)
(
一
九
六
一
)
一
七
二
頁

瀬
川
清
子
販
女

田
中
啓
角
塩
お
よ
び
魚
の
移
入
路
(
一
九
五
七
)

小
笠
原
長
和
利
根
江
戸
川
近
世
史
の
諸
問
題
地
方
史
研
究
三
七
(
一
九
五
九
)
ニ
頁

谷
口
澄
夫
金
毘
羅
往
来
筋
村
落
の
商
業
進
展
過
程
(
瀬
戸
内
海
地
域
の
社
会
史
的
研
究
)
一
七
六

l
一
七
八
頁

山
田
郡
役
所
山
田
郡
史
八
O
O
l
八
O
一
頁

林
英
夫
近
世
農
村
工
業
史
の
基
礎
過
程
(
一
九
六

O
)
七
二

l
ヘ
八
頁

古
島
敏
雄
江
戸
時
代
の
商
品
流
通
と
交
通
(
一
九
五
一
)
一
七
六
一
八
九
頁

田
中
啓
爾
前
掲
書
一
六
八
頁

黒
崎
千
晴
信
州
上
回
を
中
心
と
す
る
木
綿
工
業
に
関
す
る
地
理
的
考
察
新
地
理
第
三
巻
(
一
九
五
五
)
四
号

鈴
木
直
二
前
掲
書

山
田
孝
暦
上
越
国
境
地
域
に
お
け
る
米
市
場
の
成
立
史
潮
四
八
(
一
九
五
三
)

野
村
兼
太
郎
村
明
細
帳
の
研
究
(
一
九
四
九
)
六
八
五
・
六
八
九
頁

原
沢
文
弥
近
世
宿
駅
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
(
東
京
学
芸
大
学
研
究
報
告
六
)

一
二
七
|
二
一
八
頁

53 52 51 50 49 48 47 46 56 55 54 

一
五
六

i
一六

O
頁、

(
一
九
五
五
)
二
九
八
|
三
O
O
頁 一

九
|
一
一
一
一
兵
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黒
羽
兵
治
郎
近
世
交
通
史
研
究
(
一
九
四
一
二
)

田
中
啓
爾
前
掲
書

同

同

一

五

七

頁

向
山
雅
重
塩
と
山
民
(
現
代
地
理
講
座
第
二
巻
)
(
一
九
五
八
)
ニ
二
四

l
ニ
二
六
頁

原
田
伴
彦
中
世
の
商
業
(
日
本
歴
史
講
座
第
三
巻
)
(
一
九
五
八
)
一
一
二
一

l
一
五
八
頁

大
島
延
次
郎
日
本
交
通
史
論
叢
(
一
九
三
九
)
一
五
四
二
四
一
頁

家
高
荒
治
郎
木
曾
福
島
関
所
(
一
九
三
四
)

大
山
敷
太
郎
前
掲
書
二
五
六
I
二
七
一
一
良

岩
田
孝
三
境
界
政
治
地
理
学
(
一
九
五
一
一
)
九
七
|
一

O
O
頁

原
沢
文
弥
江
戸
時
代
に
お
け
る
宿
駅
と
脇
道
往
還
交
通
と
の
関
係
に
つ
い
て

古
島
敏
雄
前
掲
書
ニ
六
六
・
二
五
六
頁

多
国
限
量
私
大
著
一
位
陣
峠
の
荷
波
場
社
会
経
済
史

駅

肝

録

三

O
五
頁

相
回
二
郎
前
掲
書
二
九
三
頁

青

江

秀

前

掲

書

ニ

二

三

頁

地
方
凡
例
録

田
中
啓
爾
前
掲
書
六
三
頁

児
玉
幸
多
前
掲
書
四
八
二

l
四
八
八
頁

田
村
栄
太
郎
前
掲
書
一

O
五
頁

児
玉
幸
多
前
掲
書
四
八
八
|
四
九
二
頁

北
佐
久
郎
志
第
二
巻
四
九
四
|
四
九
五
頁

同

四

九

五

頁

青

江

二

六

四

頁

59 58 57 

一
一
八

l
一
四
O
頁

61 60 62 65 64 63 

学
第
五
巻

(
一
九
三
六

68 67 66 69 70 

秀

前
掲
書

地
理
学
評
論
第
ゴ
二
巻
(
一
九
五
八
)
二
八
四
頁

一
三
三
三
l
i

一
一
ニ
四
五
一
具
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75 74 73 7':' 71 

御
伝
馬
方
旧
記

高
橋
源
一
郎
武
蔵
野
歴
史
地
理
第
三
冊
(
一
九
三

O
)
ゴ
一
四
七
|
一
二
四
八
頁

田
中
啓
爾
前
掲
書
二

O
四
・
二
一
一
一
久

黒
羽
兵
治
郎
野
の
人
町
の
人
(
一
九
四
七
)
一
五
六
頁

喜
多
村
俊
夫
前
掲
書
一
一
九

l
一
五
一
頁

水
谷
清
三
近
世
の
米
穀
運
送
を
中
心
と
し
た
山
科
盆
地
の
歴
史
地
理
的
考
察
人
文
地
理
第
七
巻
(
一
九
五
五
)
一
二
四
二
二
六
頁

同
車
石
、
京
都
三
街
道
に
お
け
る
運
送
施
設
の
考
察
地
理
学
評
論
第
三
O
巻
(
一
九
五
七
)
四
八
三

l
四
九
三
頁

大
阪
市
役
所
大
阪
市
史
第
三
巻
八
三
九
頁
第
四
巻
一

O
八
・
三
三
四
|
一
二
六
六
・
四
二
九
・
八
二
七

i
九
O
四
・
一
六
九
八
|
一
一
一
一

三
七
頁

古
島
敏
雄
前
掲
書
叫
一

O
六
|
一
一
一
二
頁

御
伝
馬
方
旧
記

名
古
屋
市
役
所
名
古
屋
史
政
治
篇
(
一
九
一
五
)
八
五
四

l
八
五
五
頁

拙
稿
江
戸
に
於
け
る
大
八
車
経
済
史
研
究
第
二
七
巻
(
一
九
四
一
一
)
二
二
九
1

二
四

0
・
四
七

O
i四
九
O
瓦

砂
利
勧
化
帳

松
本
四
郎
江
戸
の
職
人
(
日
本
産
業
史
大
系
第
四
巻
)
(
一
九
五
九
)
四
コ
一

l
五
三
頁

古
島
敬
雄
一
編
山
村
の
構
造
(
一
九
四
九
)
一
二
二
了
四
七
頁

農
村
社
会
調
査
会
近
位
農
村
の
構
造
(
一
九
五
二

)
M四
l
四
五
頁

古
島
敬
雄
前
掲
書
二
九
七
|
二
九
八
頁

同

同

一

二

O
ニ
i
一二

O
四
頁

矢
ケ
崎
孝
投
白
山
麓
白
峰
村
の
歩
荷
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
八
号
(
一
九
六

O
)
九
七
頁

水
谷
清
三
前
掲
書

品
川
町
役
場
品
川
町
史
上
(
一
九
三
二
)
二

O
六

二

O
八
頁

大
熊
喜
邦
前
局
書
九
九
頁

76 77 89 88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 78 
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99 98 97 96 95 94 93 92 91 90 

地
理
学
評
論
第
二
二
巻
(
一
九
四
九
)
六
頁

浅
香
宰
推
明
細
帳
等
よ
り
見
た
川
崎
神
奈
川
保
土
谷
宿

大
熊
喜
邦
前
掲
書
九
六
頁

浅
香
幸
雄
前
掲
書
四
頁

青
江
秀
前
掲
書
一
四
二
・
一
四
六
・
一
七
七
・
一
八
二
・
一
九
0
・
四
二
五
・
四
二
九
・
一
七
八
・
一
八
一
・
一
一
一
一
九
・
三
八
八
頁

田
村
栄
太
郎
前
掲
喜
八
六

i
一
O
六
頁

大
熊
喜
邦
前
掲
書
一
八

i
二
六
頁

大
島
延
次
郎
前
掲
書
二
ニ

O
l
一
五
二
頁

柳
田
国
男
時
代
と
農
政
(
柳
田
国
男
先
生
著
作
集
第
四
冊
)
(
一
九
四
八
)
一
一
一
二
頁

小
林
良
正
交
通
機
関
の
発
達
と
内
外
市
場
の
形
成
l
i
展
開
(
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
)
(
一
九
三
二
一
)

田
村
栄
太
郎
沙
漠
日
本
に
敷
設
し
た
鉄
道
歴
史
科
学
第
二
巻
第
七
号
(
一
九
三
三
)
一

O
一l
l

一
O
三
頁

引
用
文
献
が
余
り
多
く
な
っ
た
の
で
出
典
を
明
記
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
相
当
多
い
c

著
者
に
御
託
び
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




